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東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
が
た
つ
。

企
画
委
員
会
は
１
月
か
ら
被
災
地
の
首
長
や
専
門
家
を
招

く
新
企
画「
３
・
11
か
ら
５
年
」を
始
め
、
現
場
を
歩
く

現
地
取
材
団
を
３
回
、
立
案
し
た
。

　

ま
ず
、
１
月
25
日
か
ら
27
日
に
か
け
東
電
福
島
第
一
原

発
構
内
に
計
39
人
が
２
班
に
分
か
れ
て
入
り
、
廃
炉
に
取

り
組
む
現
場
を
取
材
し
た
。
１
号
機
か
ら
４
号
機
の
建
屋

周
辺
や
遮
水
壁
工
事
現
場
で
は
、
防
護
服
に
半
面
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
バ
ス
か
ら
降
り
て
近
く
を
歩
い
た
。
汚
染
水

タ
ン
ク
周
辺
な
ど
多
く
の
エ
リ
ア
で
は
、
通
常
の
作
業
服

姿
で
動
け
た
。
防
護
服
の
準
備
な
ど
の
理
由
で
取
材
人
数

を
限
定
。申
し
込
み
は
定
員
の
２
倍
近
く
に
達
し
、や
む
を

得
ず
抽
選
と
な
っ
た
。
ク
ラ
ブ
の
福
島
原
発
取
材
団
は
14

年
１
月
に
続
き
２
回
目
。（
２
㌻
に
写
真
、
10
～
11
㌻
に
特
集
）

　

２
月
は
被
災
地
取
材
団
を
２
度
派
遣
す
る
。
２
月
17
日

か
ら
19
日
ま
で
２
泊
３
日
で
岩
手
・
宮
城
県
の
大
船
渡
、

陸
前
高
田
、
気
仙
沼
、
南
三
陸
の
４
市
町
を
取
材
す
る
。

さ
ら
に
２
月
24
、
25
日
は
１
泊
２
日
で
福
島
県
飯
館
村
、

南
相
馬
市
、
相
馬
市
、
宮
城
県
山
元
町
を
回
る
。
そ
れ
ぞ

れ
首
長
や
被
災
者
の
方
々
に
会
い
、
復
興
の
取
り
組
み
を

取
材
す
る
。

　
「
３
・
11
か
ら
５
年
」の
連
続
会
見
で
も
当
事
者
か
ら

復
興
の
現
状
と
課
題
を
語
っ
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る
伊
勢
志
摩
に
も
取

材
団
を
派
遣
す
る
。
３
月
８
、
９
日
の
日
程
で
、
三
重
県

知
事
の
会
見
、
サ
ミ
ッ
ト
会
場
の
ホ
テ
ル
取
材
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。�

（
中
井
良
則
）

大相撲初場所千秋楽で優勝を決めた大関・琴奨菊。日本出身力士
として10年ぶりの快挙＝1月24日 撮影：越川　亘（報知新聞社写真部）３１歳　がぶり魂

３
・
11　

現
地
取
材
団　

次
々
派
遣
へ

福
島
原
発
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島　

被
災
地
を
歩
く
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新
会
見
企
画　

め
じ
ろ
押
し

３
・
11　

国
連　

米
大
統
領
選　

企
業
ト
ッ
プ

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
が
目

ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
。
１
週
間
前
、

あ
れ
ほ
ど
騒
い
だ
大
ニ
ュ
ー
ス
が
何
だ
っ

た
の
か
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
目
の
前
の

事
件
を
追
う
の
に
忙
し
い
。
そ
れ
が
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
常
か
も
し
れ
な
い
。
と
は

い
え
、
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
歴
史
の
中
に

位
置
づ
け
、
背
景
を
知
り
、
時
代
を
読
む

の
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
仕
事
だ
ろ
う
。

　

そ
の
手
助
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

２
０
１
６
年
の
新
し
い
会
見
企
画
が
始
動

し
て
い
る
。

　

１
面
で
紹
介
し
た「
３
・
11
か
ら
５
年
」

シ
リ
ー
ズ
は
１
月
、
御
手
洗
瑞
子
・
気
仙

沼
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
社
長
ら
４
人
を
招
い

た
。（
６
～
７
㌻
に
会
見
リ
ポ
ー
ト
）

日
本
人
職
員
が
語
る
国
連

　
「
国
連
と
日
本
人
」シ
リ
ー
ズ
は
、
今

年
12
月
の
日
本
の
国
連
加
盟
60
年
に
あ
わ

せ
て
企
画
し
た
。
昨
年
は
国
連
創
設
70
年

だ
っ
た
し
、
日
本
は
１
月
か
ら
安
保
理
非

常
任
理
事
国
だ
。
国
連
本
部
・
各
機
関
の

職
員
４
万
４
０
０
０
人
の
う
ち
日
本
人
は

約
８
０
０
人
。
世
界
で
活
躍
す
る
職
員
や

関
係
者
に
国
連
の
実
像
と
今
後
を
語
っ
て

も
ら
う
。
モ
ル
デ
ィ
ブ
で
国
連
諸
機
関
を

ま
と
め
る
国
連
開
発
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）

の
野
田
章
子
さ
ん（
１
月
８
日
）か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
、
地
球
狭
し
と
現
場
を
走
り
回
る
日

本
人
を
招
い
て
い
き
た
い
。

ア
メ
リ
カ
　
変
わ
る
・
変
わ
ら
な
い

　

４
年
に
一
度
の
米
大
統
領
選
に
も
関
心

が
集
ま
る
。
８
年
前
は
初
の
黒
人
大
統
領

当
選
に
世
界
が
ア
メ
リ
カ
の
変
化
を
感
じ

た
。
今
年
も
ト
ラ
ン
プ
現
象
や
、
初
の
女

性
大
統
領
誕
生
か
、
な
ど
話
題
は
多
い
。

た
だ
、
シ
リ
ー
ズ
会
見
と
し
て
取
り
上
げ

た
い
の
は
、
勝
敗
の
予
想
や
選
挙
戦
の
行

方
だ
け
で
は
な
い
。
政
治
、
外
交
、
経
済
、

社
会
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
曲
が
り
角
に
見
え

る
こ
の
大
国
が
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
。
ど

こ
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の

か
を
探
り
た
い
。「
変
わ
る
ア
メ
リ
カ
・

変
わ
ら
な
い
ア
メ
リ
カ　

米
大
統
領
選
」

と
名
付
け
、
ゲ
ス
ト
に
深
く
切
り
取
っ
て

も
ら
う
。
１
回
目
は
日
本
の
代
表
的
な
ア

メ
リ
カ
研
究
者
、
古
矢
旬
さ
ん
の
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
論（
２
月
５
日
）。

チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く

　

経
済
で
は
、
企
業
ト
ッ
プ
を
招
く
新
企

画「
チ
ェ
ン
ジ
・
メ
ー
カ
ー
ズ
に
聞
く
」

を
２
月
か
ら
始
め
る
。
Ｉ
Ｔ
、ロ
ボ
ッ
ト
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
新
規
事
業
、
生
ま
れ

変
わ
る
老
舗
。
変
化
に
対
応
し
、
変
化
を

作
り
出
し
、
変
化
で
飛
躍
す
る
。
成
功
の

鍵
と
な
る
条
件
と
経
営
者
の
先
見
性
を
聞

き
出
し
た
い
。
２
０
１
３
・
14
年
度
に
行

っ
た
企
画「
成
長
戦
略
に
は
何
が
必
要
か　

現
場
か
ら
の
視
点
」も
注
目
企
業
の
社
長

を
招
き
好
評
だ
っ
た
。
行
き
詰
ま
り
ば
か

り
指
摘
さ
れ
る
日
本
経
済
の
中
で「
ま
だ

ま
だ
元
気
」を
描
く
シ
リ
ー
ズ
に
な
る
だ

ろ
う
。
２
月
は
志
賀
俊
之
産
業
革
新
機
構

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
山
海
嘉
之
サ
イ
バ
ー
ダ

イ
ン
社
長
が
登
場
す
る
予
定
だ
。（
18
㌻
に

関
連
記
事
）

　

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
見
企
画

「
沖
縄
か
ら
考
え
る
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」「
現
代
日

本
の
貧
困
」「
中
国
と
ど
う
つ
き
あ
う
か
」

「
イ
ス
ラ
ム
の
視
点
」な
ど
も
引
き
続
き

進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
昨
年
末
で
終
わ
っ
た「
戦
後
70

年　

語
る
・
問
う
」は
14
年
９
月
か
ら
１

年
４
カ
月
間
、
計
42
回
延
べ
46
人
を
招
い

た
大
河
企
画
と
な
っ
た
。

�

（
専
務
理
事　

中
井
良
則
）
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早
はや

川
かわ

　英
ひで

男
お

　富士通総研エグゼクティブ・フェロー元日銀調査統計局長　　　　　　　　

　アベノミクスの評価は、「円安・
株高○、物価△、経済成長×」。「日
本は70年代、平等と高収入を同時
達成。いい時代を1回経験すると
なかなか変われないが、このまま
では日本は『ゆでガエル』になる」
と、元日銀理事は強く警告した。

■1・13（水）経済見通し①／司会：実哲也委員／出席：130人
／会見詳録

渡
わた

辺
なべ

　博
ひろ

史
し

　国際協力銀行（JBIC）総裁

　財務官出身の国際経済の論客。
「経済見通し」では3年連続の登
場となった。英エコノミスト誌、
NYタイムズ紙、FT紙など海外有
力メディアに掲載された一コマ漫
画を題材にしたおなじみの手法
で、国際経済の現状を縦横無尽に
語った。

■1・18（月）経済見通し②／司会：水野裕司委員／出席：65人

野
の

田
だ

　武
たけ

則
のり

　岩手県釜石市長

　震災後、人口減少に悩むが、「子
育て環境整備などを地道にやる。
復興事業関係者など住民台帳に載
っていない『つながり人口』の人
たちも大切にしたい」。「日本で艦
砲射撃を2度受けたのは釜石だ
け。それでも復興した」と「鉄の
まち」の誇りがのぞいた。

■1・19（火）シリーズ企画「3.11から5年」②／司会：川上高志
委員／出席：37人

武
む

者
しゃ

　陵
りょう

司
じ

　武者リサーチ代表

　約100種類の統計・グラフを使
い、米中日を見通した。「米国は
盤石と言っていい」「中国は深刻な
停滞過程に」「日本企業はビジネス
モデルを技術・品質による非価格
競争に転換し、稼ぐ力が十分にあ
る」。日米は明るく、暗いのは中国。
消費力が鍵と言う。

■1・18（月）経済見通し③／司会：福本容子委員／出席：68人

菅
すが

原
わら

　茂
しげる

　宮城県気仙沼市長

　震災から5年。「あまり報道さ
れないが、地盤沈下が復興を阻む
最大の障害になっている」「復興事
業は国の復興庁と直接やりとりす
ることが多く、市職員がずいぶん
鍛えられた」。商社員として海外
勤務の経歴もあり、パワポを駆使
して現状と課題を語った。

■1・28（木）シリーズ企画「3.11から5年」③／司会：山﨑登
委員／出席：47人

藻
も

谷
たに

　浩
こう

介
すけ

　日本総合研究所調査部主席研究員

　中国人の爆買いから大量の空き
家、株価まで気になる問題を次々
に切り分けた。切り札は人口。「同
じ温泉でも熱海の生産年齢人口は
激減するが、別府はそれほど減ら
ない」「島根県の出生率が1.63と
高いのは若い女性が働くから」。
常識がひっくり返る快感。

■1・20（水）経済見通し④／司会：安井孝之委員／出席：115人

御
み

手
た

洗
らい

　瑞
たま

子
こ

　気仙沼ニッティング社長

　マッキンゼー社勤務からブータ
ン首相フェローを経て、被災地で
編み物会社の経営者になった異色
の経歴。黒字と拡大を可能にした
経営感覚、人をまとめる組織力、未
来への夢を語る発信力…とても30
歳とは信じられない。この人の今
後に注目したい。会見動画は必見。

■1・29（金）シリーズ企画「3.11から5年」④／司会：小栗泉
委員／出席：34人／会見詳録

山
やま

口
ぐち

　義
よし

行
ゆき

　立教大学経済学部教授　　　　　　　　　中小企業ネットワーク「スモールサン」主宰

　中小企業経営者1600人のネット
ワークを率いる。「隣接異業種へ
の挑戦がふつふつと起こってい
る」。左官、ガレージハウス、パ
チンコ台、洗車、線香…。壁に立
ち向かった経営者の成功例を次々
に紹介。官庁や大企業取材だけで
は経済の最前線はわからない。

■1・22（金）経済見通し⑤／司会：堀靖彦委員／出席：71人
／会見詳録

梶
かじ

田
た

　隆
たか

章
あき

　東京大学宇宙線研究所長・ノーベル賞受賞者

　「若者が長期的視野で研究でき
なくなっている」「優秀な人がクビ
の心配をせずに研究できる環境
を」「このままでは基礎研究での日
中逆転も」―柔和な語り口だが、
日本の科学研究への危機感が言葉
の端々に。中背と思っていたら
180cm超える長身だった。

■1・7（木）記者会見／司会：服部尚委員／出席：92人

越
こし

野
の

　修
しゅう

三
ぞう

　岩手大学地域防災研究センター教授（右）

秋
あき

冨
とみ

　慎
しん

司
じ

　防衛医科大学校講師（左）

　　　　　　　　　　　震災の経験を教訓にする
には、「縦割り行政の改革
が必要。まず国レベルで改
革しないと自治体だけでは
難しい」（越野）、「災害支援
は競争ではなく協力。現場

をつなぐシステムが重要」（秋冨）。
■1・13（水）シリーズ企画「3.11から5年」①／司会：山﨑登委
員／出席：43人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032338/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032339/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032340/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032343/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032341/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032511/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032513/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032514/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032512/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032504/
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●
毒
あ
り
、
味
あ
り
、
藻
谷
節
が
さ
く
裂

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
い
え
ば
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、
藻
谷
浩
介
さ
ん
は
際
ど
い
ジ
ョ
ー
ク
入

り
の
機
関
銃
ト
ー
ク
で
有
名
だ
。「
今
日
は
体
調

が
悪
い
」と
疲
れ
た
様
子
で
控
室
に
現
れ
た
が
、

会
見
が
始
ま
る
と
、
い
つ
も
の
藻
谷
節
が
さ
く
裂

し
た
。

　

パ
ワ
ポ
の
図
表
を
使
っ
て
経
済
デ
ー
タ
を
説
明

し
て
い
る
最
中
に
居
眠
り
し
て
い
る
出
席
者
を
見

つ
け
る
と
、「
デ
ー
タ
の
話
を
す
る
と
寝
る
人
が
増

え
ま
す
ね
え
」と
甲
高
い
大
声
で
ズ
バ
リ
と
指
摘
。

最
後
列
に
い
た
私
か
ら
は
、
数
人
が
ピ
ク
ッ
と
反

応
し
て
急
に
背
筋
を
伸
ば
し
た
の
が
見
え
た
。

　

人
口
減
少
へ
の
危
機
感
を
語
る
時
に
は「
年
寄

り
の
な
り
手
も
い
な
い
秋
田
県
」と
刺
激
的
な
一

句
も
披
露
。

　

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
聞
い
て
い
た
が
、

「
生
イ
カ
は
長
も
ち
し
な
い
し
、
ス
ル
メ
に
す
れ

ば
別
物
に
な
る
。
生
イ
カ（
ナ
マ
の
事
実
）を
上

手
に
一
夜
干
し
に
す
る
の
が
優
秀
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
」の
一
言
に
は
思
わ
ず
う
な
ず
い
た
。

●「
関
西
弁
の
釜
石
市
役
所
職
員
」の
効
用

　
「
３
・
11
か
ら
５
年
」シ
リ
ー
ズ
で
、
被
災
地

首
長
ゲ
ス
ト
の
第
一
号
と
し
て
、
釜
石
市
長
の
野

田
武
則
さ
ん
が
登
場
し
た
。

　

他
県
か
ら
の
出
向
職
員
の
話
が
意
外
性
が
あ
り

新
鮮
だ
っ
た
。

　
「
復
興
事
業
な
ど
で
人
手
不
足
に
な
り
、
全
国

の
自
治
体
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
関
西
弁
の
釜
石
市
役
所
職
員
、
こ
れ
が
い
い

ん
で
す
よ
。
隣
近
所
に
は
言
え
な
い
こ
と
が
外
か

ら
来
た
人
に
は
気
軽
に
言
え
る
。
ヨ
ソ
か
ら
来
た

人
た
ち
と
の
交
流
が
大
事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

後
日
、
市
役
所
に
聞
く
と
、
現
在
、
他
都
道
府

県
か
ら
約
40
人
が
出
向
中
で
、「
区
画
整
理
で
地

権
者
と
の
交
渉
も
出
向
職
員
は
土
地
の
し
が
ら
み

も
な
く
、
そ
の
う
え
関
西
弁
で
交
渉
さ
れ
る
と
場

も
な
ご
み
、
助
か
っ
て
い
ま
す
」と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
「
内
部
に
あ
る
外
部
性
の
効
用
」。
こ
れ
は
釜
石

市
役
所
だ
け
の
話
で
は
な
い
の
で
は
…
示
唆
に
富

む
指
摘
だ
っ
た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
長　

土
生　

修
一

野
の

田
だ

　章
しょう

子
こ

　モルディブ国連常駐調整官兼　国連開発計画（UNDP）常駐代表

　民間企業から国連職員に転身し
て19年。コンゴ、パキスタン、モン
ゴル、ネパールの勤務を経て、現
在はモルディブで国連常駐調整官
の仕事をこなす。異文化がせめぎ
合う現場に身を置くが、はつらつ
とした明るさが印象的。「意志あ
るところに道あり」と揮毫した。

■1・8（金）シリーズ企画「国連と日本人」①／司会：小栗泉委
員／出席：48人

室
むろ

井
い

　尚
ひさし

　横浜国立大学教授

　文科省による文系学部の廃止・
縮小路線を批判した『文系学部解
体』（角川新書）を出版した。「大手
コンビニの本社が文科省で大学は
店舗、教員はバイト店員」「大学は
無力な奴隷。私は辞めさせられる
覚悟で声を上げた」。強い怒りが
会見場を覆った。

■1・28（木）研究会「文系学部はどうなる」／司会：倉重篤郎
委員／出席：59人

ジャリル・スルタノフ　ウズベキスタン　　　　日本人抑留者資料館館長

　戦後、ウズベキスタンに強制連
行された日本人抑留者の歴史を伝
える資料館を私財で運営、その功
績で日本政府に招聘された。「今
後は資料館を拡張し、現代日本を
知る研究センターも併設したい」
と抱負を語った。「私たちは全員、
一つの家族」と揮毫した。

■1・21（木）記者会見／司会：川戸惠子委員／通訳：吉岡ゆ
き／出席：37人

アトゥール・カレ　国連フィールド支援担当事務次長（フィールド支援局長）　　　　　

　訪日中は官房長官、防衛相など
政府要人と会談、自衛隊施設学校
も視察した。「駆けつけ警護」など
自衛隊の国連PKO任務拡大につ
いては「国連は国内立法にはコメ
ントしない」としたうえで「PKO
要員の安全向上、平和貢献につな
がれば歓迎する」と述べた。

■1・22（金）記者会見／司会：土生修一事務局長／通訳：西
村好美／出席：30人

小
こ

林
ばやし

　恭
ぎん

子
こ

　在英ジャーナリスト

　欧州メディア事情をロンドンか
ら発信している。近著『フィナン
シャル・タイムズの実力』（洋泉社）
では、現地取材を基に日経が買収
したFT紙の歴史や電子戦略につ
いて詳述した。「買収以降、FTに
日本関連が目立つ。世界への日本
情報発信に貢献大」

■1・27（水）著者と語る『フィナンシャル・タイムズの実力』
／司会：福本容子委員／出席：98人

田
た

中
なか

　浩
こう

一
いち

郎
ろう

　日本エネルギー経済研究所常務理事中東研究センター長（右）　　　　　

保
ほ

坂
さか

　修
しゅう

司
じ

　同研究所研究理事、同センター副センター長（左）

　「サウジはサルマン国王の
息子、ムハンマド・ビン・サル
マン副皇太子の存在感が増し
ている」（保坂）、「イランは、2
月の専門家会議選挙やホメイ
ニ師の孫であるハサン・ホメ
イニ師の動向に注目」（田中）

■1・15（金）研究会「サウジ・イラン断交：地政学的影響を考
える」／司会：脇祐三委員／出席：93人

会
見
余
話

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032505/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032541/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032540/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032542/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032558/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/01/r00032561/
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２
０
１
６
年
の
日
本
経
済
、
世
界
経
済
は
株
安
と
原
油
安
と

い
う
激
し
い
市
場
の
動
き
で
始
ま
っ
た
。

　

国
内
経
済
は「
緩
や
か
な
回
復
」と
見
る
向
き
は
多
い
が
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
息
切
れ
は
明
ら
か
に
な
っ
た
」と
大
半
の

識
者
は
一
致
す
る
。
一
方
、
世
界
経
済
は
21
世
紀
に
入
っ
て
か

ら
牽
引
役
を
担
っ
て
き
た
中
国
が
減
速
に
向
か
い
、
不
透
明
感

が
増
し
て
い
る
。

　

日
銀
出
身
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
早
川
英
男
氏
は
、
日
銀
の
異

次
元
緩
和
は「
短
期
決
戦
の
陣
立
て
だ
っ
た
が
、
長
期
戦
が
必

至
」と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
転
機
を
迎
え
た
と
主
張
。
た
だ
企

業
収
益
は
過
去
最
高
で
、労
働
市
場
は
完
全
雇
用
状
態
で
あ
る
。

早
川
氏
は「
内
需
が
自
律
的
に
悪
化
す
る
理
由
は
な
い
」と
み

て
、「
16
年
度
の
成
長
率
は
１
％
台
で
、
日
本
経
済
は『
ぬ
る

ま
湯
』状
態
が
続
く
」と
言
う
。「
ゆ
で
ガ
エ
ル
」に
な
る
前
に

日
本
企
業
は
世
界
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗
り
遅
れ
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
日
本
企
業
の
影
は
薄

い
」と
心
配
顔
だ
っ
た
。

　

海
外
メ
デ
ィ
ア
の
風
刺
画
を
使
っ
て
国
際
経
済
を
解
説
す
る

渡
辺
博
史
氏
。
今
年
を「
統
合
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
進
み
世

界
が
一
体
化
す
る
流
れ
が
逆
流
す
る
転
換
点
」と
位
置
づ
け
た
。

難
民
問
題
で
欧
州
に
は
遠
心
力
が
働
き
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル

首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
低
下
気
味
。
米
、
仏
で
は
排
外
的

な
主
張
を
す
る
政
治
家
が
台
頭
し
、物
事
を
決
め
ら
れ
な
い「
決

定
の
空
白
」が
起
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
渡
辺
氏
は
８
年
前
の

米
大
統
領
選
の
際
に
も「
決
定
の
空
白
」が
起
き
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
へ
の
対
応
が
遅
れ
た
と
指
摘
、「
今
年
は
そ
の
再
来

か
」と
懸
念
を
示
し
た
。
懸
念
材
料
の
中
国
は
成
長
率
が
下
が

る
こ
と
を
前
提
に「
３
、
４
年
で
底
打
ち
。
そ
の
後
回
復
す
る

の
で
は
」と
中
期
的
に
低
迷
の
時
代
へ
入
る
と
見
通
し
た
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
武
者
陵
司
氏
は「
米
国
は
明
る
く
、
中
国

は
暗
い
が
、
日
本
は
飛
躍
期
の
入
り
口
に
」と
楽
観
論
を
披
露
。

中
国
経
済
が
落
ち
込
ん
で
も
米
国
経
済
が
堅
調
な
ら
、
日
本
経

済
も
強
い
と
い
う
主
張
だ
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
息
切
れ
は
明

ら
か
」と
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
な
る
緩
和
で
円
安
期
待
を
定
着

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
異
次
元
緩
和
の
継
続
を
求
め
た
。
武
者

氏
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
企
業
の
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
刺
激

す
る
効
果
は
あ
っ
た
と
評
価
。
企
業
行
動
も
変
化
し
、「『
稼
ぐ

力
』は
十
分
に
あ
る
」と
話
し
た
が
、
や
や
強
気
で
楽
観
的
だ

っ
た
の
が
気
に
な
っ
た
。

　

地
方
を
く
ま
な
く
回
る
藻
谷
浩
介
氏
と
中
小
企
業
の
現
状
を

詳
し
く
知
る
山
口
義
行
氏
に
共
通
す
る
の
は「
現
場
に
解
は
あ

る
」と
い
う
現
場
主
義
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
円
安
、
株
高
を
も

た
ら
し
、
都
市
部
で
は「
資
産
効
果
」が
生
ま
れ
て
い
る
と
い

う
通
説
を
統
計
数
字
で
否
定
し
て
み
せ
た
藻
谷
氏
。「
空
き
家

が
一
番
多
い
の
は
ど
こ
？
」と
問
い
か
け
、「
実
は
東
京
」と
ニ

ヤ
リ
。「
田
舎
で
は
？
」と
思
い
込
む「
常
識
」が
政
策
や
報
道

を
ゆ
が
め
る
と
説
い
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
批
判
派
と
い
わ
れ
る

藻
谷
氏
だ
が「
安
倍
首
相
が
女
性
活
用
や
賃
上
げ
を
求
め
る
点

は
全
く
正
し
い
」と
話
し
、
若
い
女
性
が
働
き
、
出
生
率
を
高

く
し
、
若
者
の
所
得
を
増
や
す
こ
と
が
日
本
経
済
の
成
長
に
つ

な
が
る
と
力
説
し
た
。

　

山
口
氏
は
例
年
年
初
に
常
に
高
め
に
出
る
政
府
や
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
の
経
済
見
通
し
を「
中
小
企
業
経
営
者
は
違
和
感
と
不
信

感
で
見
て
い
る
」と
述
べ
、
中
小
企
業
の
景
況
感
は
厳
し
い
と

言
う
。
た
だ
厳
し
い
状
況
下
で
も「
市
場
の
壁
、
地
域
の
壁
、

人
手（
不
足
）の
壁
を
越
え
て
い
く
経
営
者
は
い
る
」と
話
し
、

「
隣
接
異
業
種
」と
の
連
携
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
人
手
不

足
の
左
官
業
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
中
小
企
業
な
ど

具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
た
。
日
本
の
現
場
は
捨
て
た
も
の
で

は
な
い
。「『
現
場
』を
も
っ
と
伝
え
て
ほ
し
い
」。
山
口
氏
の

記
者
へ
の
注
文
だ
っ
た
。

企
画
委
員　

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員　

安
井　

孝
之

アベノミクスは息切れ　牽引役なしの世界経済

続く「ぬるま湯」状態　　　（早川）

中国は３、４年で底打ち　（渡辺）

追加緩和で円安の定着を　（武者）

女性、若者の所得増を　　（藻谷）

「隣接異業種」と連携へ　　（山口）

（写真上左から時計回りに早川、渡辺、武者、藻谷、山口の各氏）

2016年
経済見通し
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〝
３
・
11
〟か
ら
間
も
な
く
５
年
。
未
曾

有
の
大
災
害
か
ら
私
た
ち
が
学
ん
だ
も
の

は
何
だ
っ
た
の
か
。「
災
害
時
の
危
機
管

理
」を
テ
ー
マ
に
話
し
た
人
命
救
助
と
災

害
医
療
の
プ
ロ
２
人
。
東
日
本
大
震
災
で

　
「
春
の
星
こ
ん
な
に
人
が
死
ん
だ
の
か
」

　

会
見
で
、
岩
手
県
釜
石
市
在
住
の
高
校

教
諭
で
俳
人
の
照
井
翠
さ
ん
の
句
を
紹
介

し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
が
も
た
ら
し

た
被
害
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
あ
ら

た
め
て
思
い
出
し
て
も
ら
う
た
め
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
釜
石
市
の
死
者
・
行
方
不
明

者
は
１
千
人
を
超
え
る
。「
大
変
悲
惨
な

状
況
だ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」と
語
る
姿
に
、
震
災
を
風
化
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
と
の
強
い
思
い
が
う
か
が
え

た
。

　

あ
の
日
か
ら
間
も
な
く
５
年
。
ま
だ
ま

だ
課
題
は
残
る
も
の
の
、
釜
石
市
で
は
平

成
28（
２
０
１
６
）年
度
中
に
復
興
公
営

住
宅
は
約
９
割
、
自
立
再
建
を
め
ざ
す
被

越こ
し

野の

　
修し

ゅ
う

三ぞ
う

　

岩
手
大
学
地
域
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

秋あ
き

冨と
み

　
慎し

ん

司じ

　

防
衛
医
科
大
学
校
講
師

野の

田だ

　
武た

け

則の
り

　
岩
手
県
釜
石
市
長

復
興
の
歩
み
を
実
感
で
き
る
年
に

備
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
ひ
ど
い

こ
と
に
な
っ
て
い
た
」と
振
り
返
る
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」「
リ
ー
ダ
ー

の
決
断
と
実
行
」を
教
訓
に
、
地
域
防
災

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
育
成
を
続
け
て
い
る
。

　

一
方
、
救
急
医
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
危

機
対
応
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
秋
冨

氏
。
東
日
本
大
震
災
で
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）の
救
援
活
動
は『
ナ

イ
ン
デ
イ
ズ
』（
河
原
れ
ん
著
）と
し
て
出

版
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
２
０
０

５
年
の
福
知
山
線
脱
線
事
故
の
生
々
し
い

現
場
写
真
や
デ
ー
タ
を
交
え
な
が
ら
、
ト

リ
ア
ー
ジ（
識
別
救
急
）の
難
し
さ
な
ど
を

冷
静
か
つ
情
熱
的
に
話
す
姿
か
ら
、
こ
の

事
故
が
氏
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
感

じ
た
。

　

大
混
乱
の
現
場
で
は「
災
害
発
生
時
の

情
報
の
８
割
は
誤
報
」で
あ
り
、互
い
に
頑

張
る
姿
を
想
像
で
き
な
い
と
救
援
者
同
士

が
疑
心
暗
鬼
に
陥
る
危
険
性
を
指
摘
し
、

「
災
害
の
見
え
る
化
」が
必
要
と
説
く
。

　

越
野
氏
は「
津
波
被
害
の
石
碑
を
作
っ

て
も
、
い
ず
れ
忘
れ
ら
れ
る
。
日
常
か
ら

災
害
を
考
え
る
文
化
を
」、
秋
冨
氏
は「
自

分
の
人
生
す
ら
想
定
外
。
常
に
最
悪
の
想

定
を
」と
訴
え
る
。
こ
れ
は
、
行
政
や
住

民
だ
け
で
な
く
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
災
害

報
道
に
も
言
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
テ
レ
ビ
朝
日
災
害
報
道
担
当
部
長久

慈　

省
平

が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
へ
の
自
信
を

垣
間
見
た
。

　

問
題
は
こ
う
し
た
生
活
基
盤
が
整
っ
た

後
、
新
た
な
釜
石
を
ど
う
作
り
上
げ
る
の

か
。
地
元
企
業
の
再
建
や
新
た
な
企
業
の

立
ち
上
げ
、「
橋
野
鉄
鉱
山
・
高
炉
跡
」

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
背
景
と
し
た
観

光
振
興
…
。
既
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
の

が
企
業
誘
致
で
、
復
興
道
路
の
整
備
に
着

目
し
た
中
国
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
製
造
販
売

企
業
が
釜
石
市
に
物
流
拠
点
の
建
設
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

そ
し
て
３
年
後
、
釜
石
市
で
も
開
催
さ

れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
建
設

さ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
大
会
終
了

後
は「
サ
ッ
カ
ー
な
ど
他
の
ス
ポ
ー
ツ
や

コ
ン
サ
ー
ト
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
」。
ス
タ
ジ
ア
ム
を
起
爆
剤
と
し
て

三
陸
全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
た
い
と
い

う
。
三
陸
沿
岸
は
将
来
的
に
大
幅
な
人
口

減
少
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
沿
岸
の
各
自

治
体
が
連
携
し
て
三
陸
全
体
の
振
興
策
に

取
り
組
む
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

会
見
を
通
じ
て
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

被
災
者
ら
と
の
合
意
形
成
に
苦
心
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
被
災

地
の
実
情
を
率
直
に
語
る
姿
だ
っ
た
。「
不

撓
不
屈
」を
掲
げ
る
野
田
武
則
市
長
。「
新

生
・
釜
石
」「
新
生
・
三
陸
」に
向
け
、
そ

の
手
腕
に
期
待
し
た
い
。

産
経
新
聞
社
副
編
集
長　

吉
田　

憲
司

が
、共
に「
危

機
管
理
は
イ

メ
ー
ジ
」と

言
い
切
っ
た
。

過
去
に
大
規

模
災
害
の
現

場
を
踏
ん
で

き
た
共
通
点

が
あ
る
。

　

越
野
氏
は
１
９
９
５
年
の
阪
神
淡
路

災
者
の
た
め

の
か
さ
上
げ

工
事
も
約
８

割
は
完
成
す

る
見
通
し
と

い
う
。「
復

興
の
歩
み
を

実
感
で
き
る

年
に
し
た

い
」。
こ
の

言
葉
に
復
興

危機管理はイメージから
日常から災害を考える文化づくりを

は
岩
手
県
で
緊
急
対
応
に
当
た
っ
た

3.11から5年大
震
災
で
、
陸
上
自
衛
隊
第
13
師
団（
広

島
）の
作
戦
部
長
と
し
て
神
戸
市
に
入
り
、

救
助
活
動
の
指
揮
を
執
っ
た
。行
政
が「
神

戸
で
は
地
震
が
起
き
な
い
と
い
う
神
話
」

を
信
じ
、
災
害
に
向
け
た
事
前
準
備
を
十

分
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
し
た

が
、
そ
の
経
験
は
岩
手
県
防
災
危
機
管
理

監
に
転
じ
て
生
か
さ
れ
た
と
い
う
。
尽
力

し
た
の
は
準
備
と
訓
練
。
３
・
11
で
の
県

の
対
応
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、「
準
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宮
城
県
北
東
部
に
あ
り
、
太
平
洋
に
面

し
た
気
仙
沼
市
は
、
東
日
本
大
震
災
で
震

度
６
弱
か
ら
５
強
の
激
し
い
揺
れ
と
津
波

に
襲
わ
れ
た
。
破
壊
さ
れ
た
漁
業
燃
油
タ

ン
ク
か
ら
流
出
し
た
重
油
が
燃
え
広
が

り
、
火
の
海
と
化
し
た
映
像
は
今
も
記
憶

に
鮮
明
に
残
る
。
市
全
体
が
最
大
で
１
㍍

以
上
も
地
盤
沈
下
し
た
こ
と
も
特
徴
だ
と

い
う
。

　

警
察
発
表
で
死
者
１
０
４
２
人
、
行
方

不
明
２
２
０
人
。
震
災
関
連
死
は
１
０
８

人
を
数
え
る
。
大
震
災
直
前
の
人
口
７
万

４
２
４
７
人
は
昨
年
12
月
末
で
６
万
６
７

３
３
人
と
７
５
１
４
人
減
少
し
た
。
一
昨

年
12
月
末
と
比
較
し
て
も
９
２
４
人
減
と

歯
止
め
は
か
か
ら
な
い
。

　

大
震
災
の
１
年
前
に
初
当
選
し
、
現
在

２
期
目
の
菅
原
市
長
は
、
住
宅
再
建
、
産

業
復
興
、
地
方
創
生
と
い
う
３
つ
の
側
面

か
ら
現
状
を
説
明
し
た
。
復
興
全
体
に
つ

い
て「
過
疎
地
で
災
害
が
起
き
る
と
、
民

間
資
本
は
復
興
に
あ
ま
り
寄
与
で
き
な

い
。
公
的
セ
ク
タ
ー
の
役
割
が
大
き
い
」

と
語
っ
た
。

　

大
震
災
の
年
の
10
月
に
気
仙
沼
市
が
ま

と
め
た
復
興
計
画
は「
海
と
生
き
る
」と

　

長
い
目
で
見
た
経
済
的
な
復
興
、
御
手

洗
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
れ
ば「
人
の
暮
ら

し
の
サ
イ
ク
ル
を
取
り
戻
す
」と
い
う
狙

い
で
、
２
０
１
３
年
６
月
に「
気
仙
沼
ニ

ッ
テ
ィ
ン
グ
」は
誕
生
し
た
。

菅す
が

原わ
ら

　
茂し

げ
る

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
長

社
会
課
題
の
解
決
伴
う

復
興
を
め
ざ
す

御み

た

ら

い

手
洗
　
瑞た

ま

子こ

　

気
仙
沼
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
社
長

種
を
ま
き
、
い
ま
「
脱
・
被
災

地
企
業
」
を
宣
言

題
し
て
い
る
。
過
去
に
何
度
も
津
波
に
襲

わ
れ
な
が
ら
、
海
を
敵
視
せ
ず
、
人
間
は

自
然
の
一
部
で
あ
る
と
対
等
の
関
係
を
築

い
て
海
と
生
活
し
て
再
起
を
果
た
し
て
き

た
と
い
う
意
味
だ
。

　

基
幹
産
業
は
水
産
業
で
あ
る
。
気
仙
沼

市
の
製
造
業
出
荷
額
の
８
割
を
水
産
加
工

品
が
占
め
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
所
が

海
岸
に
あ
る
た
め
被
災
し
た
。
し
か
も
リ

ア
ス
式
海
岸
。
菅
原
市
長
は「
気
仙
沼
で

は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
は
で
き
な
い
。

元
の
集
落
を
生
か
し
、
な
り
わ
い
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大
切
に
す
る
復
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
」と
説
明
し
た
。

　

水
産
業
は
消
費
者
の
魚
離
れ
、
資
源
の

減
少
、
就
業
者
の
減
少
な
ど
で
、
日
本
全

体
と
し
て
厳
し
い
局
面
に
あ
る
。
そ
う
し

た
逆
風
下
で
基
幹
産
業
を
ど
う
復
活
さ
せ

る
か
。
観
光
と
水
産
を
融
合
す
る
魚
市
場

の
建
設
、
津
波
対
応
型
造
船
施
設
の
整
備

な
ど
を
挙
げ
た
菅
原
市
長
の「
復
興
事
業

は
社
会
課
題
の
解
決
を
伴
う
べ
き
だ
」と

の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
。

西
日
本
新
聞
社
論
説
委
員　

大
西　

直
人

編
み
手
を
ど
う
確
保
し
た
か
？　

一
着
15

万
円
以
上
の
価
格
設
定
の
理
由
。
編
み
手

の
思
い
や
顧
客
の
反
応
。
創
業
に
ま
つ
わ

る
苦
労
や
そ
の
後
の
展
開
は
、
動
画
で
聞

い
て
ほ
し
い
。
そ
の
物
語
は
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
だ
し
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
も
あ
る
。

　

創
業
時
４
人
だ
っ
た
編
み
手
が
、
間
も

な
く
60
人
を
超
え
る
。
そ
こ
で
、
御
手
洗

さ
ん
は「
脱
・
被
災
地
企
業
」を
宣
言
し

た
。
震
災
復
興
の
文
脈
で
語
ら
れ
て
き
た

会
社
が
、
そ
こ
を
飛
び
出
す
こ
と
に
は
異

論
も
あ
る
だ
ろ
う
。
会
見
で
も
、
そ
ん
な

質
問
が
出
た
。

　
「
震
災
の
記
憶
や
支
援
の
思
い
が
風
化

し
て
い
く
の
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。前
に
進
む
と
は
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

風
化
を
前
提
に
事
業
を
続
け
て
い
か
な
く

て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
答
え
た
。

　

そ
の
決
意
は
、
編
み
手
が
見
せ
た
あ
る

瞬
間
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
初
年
度
か
ら
黒
字
を
出
し
、「
こ

れ
で
気
仙
沼
市
に
も
納
税
で
き
ま
す
」と

い
う
報
告
に
、
女
性
た
ち
は「
私
た
ち
の

仕
事
が
町
の
た
め
に
な
っ
た
ん
だ
ね
」と

喜
び
合
っ
た
と
い
う
。

　

誰
か
の
、
何
か
の
役
に
立
つ
と
い
う

「
仕
事
の
喜
び
」を
多
く
の
人
に
も
た
ら

す
。そ
れ
は
被
災
地
と
い
う
枠
を
超
え
て
、

「
人
の
暮
ら
し
の
サ
イ
ク
ル
を
取
り
戻
す
」

と
い
う
大
切
な
試
み
で
あ
る
。

毎
日
新
聞
社
論
説
委
員　

中
村　

秀
明

　

東
京
生
ま

れ
の
東
京
育

ち
。
外
資
系

の
マ
ッ
キ
ン

ゼ
ー
や
ブ
ー

タ
ン
で
の
観

光
産
業
育
成

事
業
に
関
わ

っ
た
経
験
を

生
か
し
、３
・

11
後
は
東
北

の
自
治
体
と
産
業
復
興
戦
略
を
練
っ
て
い

た
。
国
が
主
導
す
る
ハ
ー
ド
面
の
復
旧
が

進
む
一
方
、
生
活
の
場
に「
も
う
一
度
種

を
ま
き
、
芽
を
育
て
、
森
に
す
る
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
」と
感
じ

た
。
だ
が
、
待
っ
て
い
て
も
出
て
き
そ
う

に
な
い
。「
ま
ず
は
自
分
が
や
ろ
う
」と

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
セ
ー
タ
ー
を
編
む
事

業
に
踏
み
出
し
た
。

　

な
ぜ
セ
ー
タ
ー
な
の
か
？　

被
災
地
で
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昨
年
10
月
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
決
定
以

降
、
取
材
や
講
演
依
頼
が
殺
到
し「
ノ
ー

ベ
ル
賞
は
特
別
な
賞
だ
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
。
全
部
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」と
、

世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
賞
の
受
賞
者
と

な
っ
た
実
感
を
話
し
た
。
12
月
の
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
の
授
賞
式
以
降
も
慌
た
だ
し

　

昨
年
７
月
の
発
表
か
ら
半
年
。
日
本
経

済
新
聞
社
に
よ
る
英
有
力
経
済
紙
フ
ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
・
グ
ル
ー
プ（
Ｆ

Ｔ
）買
収
の
意
味
を
、
英
国
の
視
座
か
ら

ひ
も
と
い
た
と
い
う
点
で
、
価
値
あ
る
１

時
間
半
だ
っ
た
。

　

と
い
う
の
も
、
１
６
０
０
億
円
と
い
わ

梶か
じ

田た

　
隆た

か

章あ
き

　
東
京
大
学
　
　

宇
宙
線
研
究
所
長

自
然
の
不
思
議
さ
感
じ
て

疑
問
点
、
う
や
む
や
に
し
な
い

小こ

林ば
や
し

　
恭ぎ

ん

子こ

　
在
英
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

デ
ジ
タ
ル
化
と
国
際
化

Ｆ
Ｔ
買
収
の
意
味

に
語
っ
た
。

　

受
賞
対
象
と
な
っ
た「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

振
動
」の
成
果
は
、
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
に
質
量
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
１
９

８
６
年
、
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
デ
ー
タ
に

「
明
ら
か
に
お
か
し
い
」部
分
を
見
つ
け
、

１
年
か
け
て
精
査
し
た
上
で
論
文
を
発
表

し
た
が「
世
の
中
の
反
応
は
芳
し
く
な
か

っ
た
」。
周
囲
が
心
配
し
て
い
る
と
感
じ

つ
つ「
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
明
確
に
し

な
け
れ
ば
」と
の
使
命
感
か
ら
地
道
な
研

究
を
続
け
た
。
そ
の
経
験
を
基
に「
理
解

で
き
な
い
こ
と
を
う
や
む
や
に
し
な
い
態

度
が
大
事
だ
」と
説
く
。

　

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
は「
本
だ

け
で
な
く
自
然
を
見
て
、
そ
の
不
思
議
さ

を
感
じ
て
ほ
し
い
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

る
。
さ
ら
に
若
い
人
に「
自
然
科
学
の
研

究
は
非
常
に
や
り
が
い
が
あ
る
。
研
究
を

す
る
人
生
を
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
ほ
し

い
」と
呼
び
か
け
る
。

　

一
方
、
若
い
研
究
者
が
定
職
に
就
く
の

が
難
し
い
こ
と
か
ら
博
士
課
程
へ
進
む
学

生
が
減
っ
て
い
る
現
状
に
も
触
れ「
日
本

の
科
学
界
に
は
深
刻
な
問
題
だ
。
優
秀
な

人
は
失
業
を
心
配
せ
ず
研
究
で
き
る
よ
う

に
し
な
い
と
い
け
な
い
」と
し
た
。
さ
ら

に
今
後
の
課
題
と
し
て「
研
究
者
が
自
由

な
発
想
で
、
科
学
的
好
奇
心
に
基
づ
き
研

究
で
き
る
風
土
を
保
つ
こ
と
」を
挙
げ
た
。

共
同
通
信
社
科
学
部　

深
谷　

優
子

集
長
の
下
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
強
力
に
推
進
し
、
紙
の
購
読
者
数

20
万
人
に
対
し
、
デ
ジ
タ
ル
は
55
万
人
に

上
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
は
欧
州
の
ト

レ
ン
ド
。
電
子
が
主
、
紙
は
従
で
す
」「
Ｆ

Ｔ
は
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
か
ら
オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
フ
ァ
ー
ス
ト
へ
。
つ
ま
り
、

い
か
に
読
者
に
届
け
る
か
を
重
視
し
て
い

ま
す
」︱
。
テ
キ
ス
ト
の
ほ
か
、
イ
ン

フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
や
動
画
を
使
い
、

ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
ニ
ュ
ー
ス
を
流
す
の
か
。
ニ

ュ
ー
ズ
ル
ー
ム
の
中
心
に
は
、
読
者
の
ア

ク
セ
ス
状
況
を
測
定
す
る
チ
ー
ム
を
置
い

て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
従
来
の
新
聞

編
集
局
と
は
様
変
わ
り
だ
。

　

買
収
に
よ
る
日
経
側
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
は
、
ア
ジ
ア
と
欧
米
と
い
う
地
域
的

補
完
関
係
、
Ｆ
Ｔ
を
通
じ
た
英
語
に
よ
る

日
本
の
情
報
発
信
、
お
金
で
は
買
え
な
い

ブ
ラ
ン
ド
価
値
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

Ｆ
Ｔ
の
戦
略
は
、
昨
年
秋
に
社
長
が
当

ク
ラ
ブ
で
会
見
し
た
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
そ
れ
と
重
な
っ
て
見
え

る
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及
で
、

メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
て

い
る
が
、
こ
れ
を
機
に
、
成
長
へ
の
本
格

的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
始
ま
る
。

時
事
通
信
社
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
事
業
本
部
長

宮
坂　

一
平

い
日
々
が
続

く
が
、
会
見

で
は
終
始
リ

ラ
ッ
ク
ス
し

た
様
子
だ
っ

た
。

　

研
究
者
に

な
る
き
っ
か

け
に
つ
い
て

れ
る
買
収
額
を

め
ぐ
る
議
論
は

と
も
か
く
、
日

経
が
説
明
す
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の

デ
ジ
タ
ル
化
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
真
に
理
解
す

る
に
は
、
Ｆ
Ｔ

「
本
気
で
研
究
者
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の

は
大
学
院
に
入
っ
て
か
ら
」と
紹
介
。
東

大
大
学
院
に
進
学
後
、
小
柴
昌
俊
・
東
大

特
別
栄
誉
教
授
の
研
究
室
で
岐
阜
県
飛
騨

市
の
観
測
装
置「
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」の
建

設
に
携
わ
っ
た
。「
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
準

備
は
そ
れ
ま
で
授
業
で
勉
強
す
る
の
と
は

全
く
違
う
世
界
。
一
つ
一
つ
確
認
し
積
み

上
げ
て
装
置
を
造
っ
て
い
く
の
が
楽
し
く

て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
」と
懐
か
し
そ
う

と
英
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
知
る
必

要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

小
林
氏
は
、
英
国
で
も
新
聞
の
発
行
部

数
が
急
減
し
て
お
り
、
２
０
０
５
年
に
１

２
０
０
万
部
だ
っ
た
全
国
紙
が
、
15
年
秋

に
は
６
８
４
万
部
ま
で
落
ち
た
こ
と
を
紹

介
。
新
聞
も
放
送
も
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
を
提
供
す
る
会
社
に
変
化
し
て
き
て

い
る
と
述
べ
た
。

　

Ｆ
Ｔ
は
05
年
に
就
任
し
た
バ
ー
バ
ー
編
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山
やま

田
だ

　健
けん

太
た

専修大学教授 　

ゼミ
記者

ゼミ
記者

45

46

Ｉ
Ｔ
時
代

新
た
な

記
者
の
素
養
と
は

政
治
性
帯
び
た

「
日
本
型
公
平

公
正
論
議
」

記 者ゼミ　次世代ジャーナリズムの現場―その原則とスキル編⑫⑬

　

香
港
政
府
が
設
置
し
た
市
内

の
監
視
カ
メ
ラ
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の

「
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
」の
地
球
観

測
画
像
。
セ
ド
リ
ッ
ク
・
サ
ム

氏
は
、
公
開
さ
れ
た
デ
ー
タ
と

自
身
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術

を
使
っ
て
制
作
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹

介
し
て
く
れ
た
。
い
ず
れ
も
、

従
来
メ
デ
ィ
ア
に
ど
っ
ぷ
り
浸

か
っ
た
私
に
は
、
思
い
も
つ
か

　

記
事
を
書
く
と
き
に
、
歴
史

の
縦
軸
と
周
囲
を
見
渡
す
横
軸

は
基
本
で
あ
る
。
昨
今
の
新
聞

や
テ
レ
ビ
報
道
に
対
す
る
偏
向

批
判
や
公
平
公
正
に
つ
い
て
考

え
る
と
き
に
も
、
こ
の
視
点
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
を
山
田
さ
ん

の
ゼ
ミ
か
ら
あ
ら
た
め
て
学
ん

だ
。

な
か
っ
た
素
材
と
表
現
方
法
で
、「
メ
デ

ィ
ア
は
激
変
期
に
あ
る
」と
い
う
言
葉
を

ま
さ
に
実
感
す
る
ゼ
ミ
だ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
が
可
能
に
す
る
デ
ー
タ
ビ
ジ
ュ
ア

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｖ
Ｒ（
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）な
ど
の
新
し
い
表
現
方

法
、
そ
し
て
、
世
界
各
国
で
進
む
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
の
動
き
。
い
ず
れ
も
、
ウ
ェ
ブ

で
ニ
ュ
ー
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
に

は
、
必
要
不
可
欠
な
知
識
だ
と
サ
ム
氏
は

話
す
。
サ
ム
氏
の
よ
う
な
優
れ
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
協
力
で
き
る
態
勢

を
い
か
に
築
き
、
良
質
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

生
み
出
し
て
い
く
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
メ

　

ま
ず
、
客
観
、
公
平
、
中
立
と
い
う
言

葉
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
の
か
。
歴
史

を
ひ
も
と
く
と
明
治
初
期
の
政
論
新
聞
か

ら
の
転
換
が
あ
り
、
不
偏
不
党
と
中
立
報

道
に
よ
っ
て
部
数
を
拡
大
し
、
富
国
強
兵

路
線
に
の
っ
て
日
本
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し

て
新
聞
社
が
成
立
し
て
い
く
過
程
が
み
え

て
く
る
。「
あ
ま
ね
く
普
及
」
と
政
党
性

の
排
除
を
前
提
と
し
て
、
他
の
国
に
は
な

い
選
挙
広
告
や
政
見
放
送
も
可
能
に
な

る
。
経
営
上
の
特
恵
的
待
遇
も
得
る
。

　

山
田
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
新
聞
を
中
心

と
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
歴
史
、
実
情
を

踏
ま
え
て
①
政
権
批
判
の
抑
制
②
国
益
を

必
要
以
上
に
意
識
③
政
府
発
表
を
間
違
い

な
く
伝
達
す
る
、
と
い
う
の
が
客
観
中
立

デ
ィ
ア
や
記
者
は
問
わ
れ
て

い
る
。

　

一
方
、
Ｉ
Ｔ
の
進
化
は
、

新
た
な
課
題
も
突
き
つ
け
て

い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
で
、
人
々
は
よ
り
早
く

報
道
の
実
相
で
、「
政
治
と
の

距
離
を
非
常
に
意
識
し
た
紙
面

づ
く
り
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
、
手
厳
し
い
。

　

一
方
、
欧
米
な
ど
の
報
道
倫

理
規
定
に
お
け
る
公
正
と
は
、

簡
潔
な
ニ
ュ
ー
ス
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
に
比
べ
て
小
さ
い
画
面

で
は
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
量
も

お
の
ず
と
限
ら
れ
る
。
ス
マ
ホ
で
良
質
な

ニ
ュ
ー
ス
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
方
法
は
何

か
、
サ
ム
氏
の
答
え
は「
常
に
技
術
革
新

を
追
い
続
け
る
し
か
な
い
」だ
っ
た
。
最

先
端
を
持
つ
サ
ム
氏
で
さ
え
明
確
な
答
え

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
絶
え
ず
変

化
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

サ
ム
氏
の
ゼ
ミ
に
先
立
っ
て
、
中
日
新

聞
電
子
編
集
部
の
松
波
功
氏
に
よ
る
暗
号

メ
ー
ル「
Ｐ
Ｇ
Ｐ
」の
利
用
方
法
の
実
習

が
行
わ
れ
た
。
松
波
氏
は
、
取
材
先
か
ら

の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
、
Ｐ
Ｇ
Ｐ
の
利

用
は
記
者
の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
だ
と
話

す
。
ニ
ュ
ー
ス
の
取
材
か
ら
制
作
ま
で
、

Ｉ
Ｔ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
あ
ら
ゆ
る
作

業
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
局
ネ
ッ
ト
報
道
部
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュー
サ
ー

�

山
本　

智

少
数
意
見
の
す
く
い
上
げ
と
配
慮
、
反
論

機
会
の
提
供
で
あ
る
。
政
治
的
な
公
平
さ

が
問
題
に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
押
さ
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　

公
平
公
正
論
議
に
関
連
し
て
、
山
田
さ

ん
は
、
従
軍
慰
安
婦
報
道
な
ど
が
問
題
に

な
っ
た
一
連
の
朝
日
新
聞
バ
ッ
シ
ン
グ
以

降
、同
紙
が「
両
論
併
記
を
徹
底
し
て
や
っ

て
い
る
印
象
を
受
け
る
」
と
感
想
を
述
べ

た
。
そ
れ
は
、
質
的
な
公
正
さ
に
も
多
角

的
な
論
点
の
提
示
に
も
な
ら
な
い
。
両
論

併
記
で
は
現
状
維
持
の
力
が
強
く
働
く

し
、
そ
も
そ
も
社
会
に
対
し
て
問
題
提
起

し
て
い
く
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
来

の
役
割
だ
、
と
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

　
「
言
論
・
表
現
の
自
由
」
が
問
わ
れ
て

い
る
時
代
に
、
当
事
者
の
あ
な
た
は
傍
観

者
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
、
と
コ
ツ
ン
と

一
撃
、
覚
醒
を
促
さ
れ
た
ゼ
ミ
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
学
校
主
任
研
究
員

早
坂　

敏
文

２
０
１
５
・
12
・
11（
金
）「
デ
ジ
タ
ル
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
具
体
的
手
法
と
展
開
」／
司
会
：

橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／
通
訳
：
秋
山
賛
／

出
席
：
22
人

２
０
１
５
・
12
・
18（
金
）「
報
道
の
公
正
・
多

様
性
」／
司
会
：
橋
場
義
之
特
別
企
画
委
員
／

出
席
：
参
加
10
人
＋
ネ
ッ
ト
視
聴
５
人
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福島原発取材 団

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
の
構
内
を
見
て
回
る
う

ち
に
、「
非
日
常
の
日
常

化
」と
い
う
言
葉
が
頭
に

浮
か
ん
だ
。

　

事
故
か
ら
約
３
年
間

に
、
何
度
か
構
内
を
取
材

し
た
が
、
津
波
で
壊
れ
た

車
両
や
タ
ン
ク
、
機
器
は

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
。
仮
設
の
ケ
ー
ブ
ル
や

配
管
が
地
を
は
う
よ
う
に

走
り
、
免
震
重
要
棟
で
作

業
員
が
行
き
交
う
様
子
も

野
戦
病
院
の
よ
う
な
雰
囲

気
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
回
、
ケ
ー

　

一
方
で
、
見
え
な
い
放
射
能
リ
ス
ク
に

あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
計
測
器
が

示
す
放
射
能
の
数
値
の
最
高
は
水
素
爆
発

を
起
こ
し
た
３
号
機
と
４
号
機
の
間
に
あ

る
排
気
筒
。
毎
時
２
３
３
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
記
録
し
た
。
５
時
間
い
れ
ば
公

衆
被
曝
線
量
限
度
の
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

に
達
す
る
。
原
子
炉
付
近
は
致
死
量
レ
ベ

ル
で
あ
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
。

　

炉
心
溶
融
を
起
こ
し
た
１
～
３
号
機
の

原
子
炉
内
の
状
態
は
ま
だ
把
握
で
き
て
い

な
い
。
汚
染
水
の
抑
制
も
こ
れ
か
ら
だ
。

「
非
日
常
」は
続
い
て
い
る
。

ブ
ル
類
は
整
理
さ
れ
、
清
潔
そ
う
な
作
業

員
用
の
食
堂
や
大
型
の
休
憩
所
、
大
き
な

事
務
棟
も
建
て
ら
れ
て
い
た
。
小
野
明
所

長
は「
長
期
戦
に
備
え
る
こ
と
が
必
要
」と

語
っ
た
が
、
長
い
闘
い
に
向
け
た
奇
妙
な

安
定
感
さ
え
感
じ
さ
せ
た
。
作
業
員
は
約

６
５
０
０
人
に
膨
れ
上
が
り
、
廃
炉
は
も

は
や
一
大
事
業
と
い
え
る
。
日
本
原
子
力

研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
）が
近
く
に

廃
炉
技
術
開
発
の
大
型
試
験
施
設
を
建
設

す
る
な
ど
、研
究
開
発
の
拠
点
化
も
進
む
。

3号機は建屋上部のがれきを撤去、17年度中には燃料取
り出しのアプローチを始める予定

奇
妙
な
安
定
感「
非
日
常
の
日
常
化
」

「
現
実
」置
き
去
り
の
永
田
町
政
治

福島第一原子力発電所取材団
（1.25 ～ 27）

企
画
委
員

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員

服
部　

尚

　

先
日
の
施
政
方
針
演
説
で
安
倍
晋
三
首

相
は
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
関

し
、
わ
ず
か
に「
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
を

着
実
に
進
め
る
」と
言
及
し
た
だ
け
だ
っ

た
。「
着
実
」と
は
何
だ
ろ
う
。　

　

福
島
原
発
の
広
大
な
敷
地
と
そ
の
周
辺

に
は
東
京
・
永
田

町
と
は
異
な
る
時

間
が
流
れ
て
い

る
。
い
ら
だ
つ
よ

う
な
遅
々
と
し
た

時
間
だ
。「
登
山

に
例
え
る
な
ら
ば

１
合
目
辺
り
で
し

ょ
う
か
」と
第
一

原
発
の
小
野
明
所

長
は
廃
炉
作
業
の

去
は
進
み
、
作
業
環
境
は
改
善
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
傷
口
に
応
急
措
置
を
施
し
た

に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

廃
炉
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
30

～
40
年
後
に「
廃
止
措
置
終
了
」と
書
い

て
あ
る
。
だ
が
何
を
も
っ
て「
終
了
」と

す
る
の
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
。
更
地
に
す
る
の
か
、
建
屋

は
残
す
の
か
…
。
ゴ
ー
ル
が
決
め

ら
れ
な
い
状
況
で
は「
着
実
」の

言
葉
は
意
味
を
持
た
な
い
。

　

小
野
所
長
は
２
０
２
０
東
京
五

輪
に
向
け
て
首
都
圏
の
準
備
工
事

が
本
格
化
す
る
中
、
作
業
員
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
計
画
を
練
る
必

要
性
に
も
言
及
し
た
。
施
政
方
針

で
首
相
は「
挑
戦
」の
言
葉
を
繰

建屋近くの高台でバスを下車。左はがれき
撤去に向けてカバー解体を進める1号機。
右は水素爆発を避け、建屋が残った2号機

状
況
を
説
明
し
た
。
確

か
に
以
前
に
訪
れ
た
時

と
比
べ
、
が
れ
き
の
撤

〈
日
程
〉（
参
加
：
34
社
39
人
）

１
月
25
日（
月
）Ａ
班
が
福
島
へ
▼
Ｊ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
で
概
要
説
明
の
後
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
取
材
：
１
～
４

号
機
建
屋
周
辺
、
陸
側
遮
水
壁
周
辺（
防

護
服
を
着
用
し
て
バ
ス
か
ら
下
車
）▼
バ

ス
車
内
か
ら
高
性
能
多
核
種
除
去
設
備
、

汚
染
水
タ
ン
ク
群
な
ど
▼
大
型
休
憩
所
▼

小
野
明
所
長
へ
の
取
材

１
月
26
日（
火
）い
わ
き
駅
前
で
Ａ
班
、

Ｂ
班
合
流
▼
周
辺
取
材
：
松
本
幸
英
・
楢

葉
町
長
会
見
、
こ
こ
な
ら
商
店
街
取
材
▼

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
楢
葉
遠
隔
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
で
取
材
：
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
訓
練
、
原
子
炉
格
納
容
器
下

部
実
規
模
試
験
体
、
ロ
ボ
ッ
ト
実
証
試
験

設
備（
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
階
段
、
試
験
用
水

槽
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
）▼
い
わ

き
駅
で
Ａ
班
解
散
、
Ｂ
班
は
い
わ
き
泊

１
月
27
日（
水
）Ｂ
班
が
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
取
材（
行
程
は
Ａ
班
と
同
様
）

▼
い
わ
き
駅
経
由
、
東
京
駅
で
解
散

【
写
真
＝
代
表
撮
影　

小
川
昌
宏
・
毎
日
新

聞
社
写
真
映
像
報
道
セ
ン
タ
ー
】
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福 島原発取材団

被曝した表土を覆う「フェーシング」作業。汚染水
を減らすと同時に空間線量の低減にもつながる

作業員の表情にかすかな光も？

参
加
者
の
声

り
返
し
、「
東
京
五
輪
の
成
功
に
全
力
を

尽
く
す
」と
表
明
し
て
い
る
。
発
生
か
ら

わ
ず
か
５
年
。
永
田
町
の
政
治
は
福
島
の

現
実
と
あ
ま
り
に
も
ず
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
目
先
の
課
題
を
追
い
掛
け
、
先

を
急
ぐ
政
治
が
失
っ
て
い
る
責
任
感
や
謙

虚
さ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
機

会
だ
っ
た
。

　

企
画
委
員　

共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長

川
上　

高
志

枯
れ
た
雑
草
に
覆
わ
れ
た
水
田
の
中
に
、

２
匹
の
茶
色
い
動
物
が
い
た
。
ず
ん
ぐ
り

し
た
体
型
は
イ
ノ
シ
シ
の
親
子
の
よ
う

だ
。
彼（
彼
女
）ら
に
は
国
が
定
め
た
区

域
な
ど
関
係
な
い
。
土
を
蹴
る
姿
は
実
に

堂
々
と
し
て
い
た
。

　

約
２
年
ぶ
り
の
福
島
第
一
の
取
材
だ
っ

た
。
構
内
で
す
れ
違
う
作
業
員
の
皆
さ
ん

が
、
元
気
よ
く
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
こ
と

に
強
い
印
象
を
受
け
た
。
汚
染
水
問
題
な

ど
に
翻
弄
さ
れ
、
先
が
見
通
せ
な
か
っ
た

状
況
に
、
か
す
か
で
は
あ
る
が
光
が
差
し

込
ん
で
き
た
。
そ
ん
な
現
状
が
表
情
に
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。「
収
束
」

か
ら
よ
う
や
く「
廃
炉
」の
段
階
に
入
ろ

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
に
向
か
う
バ

ス
の
車
窓
か
ら
、
国
道
６
号
線
沿
い
の
大

熊
町
の
街
並
み
を
眺
め
て
い
た
。
見
え
る

の
は
原
発
作
業
員
を
乗
せ
た
バ
ス
と
除
染

う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

防
護
服
を
着
な
い
で
移
動
で
き
る

地
域
も
増
え
た
。
粉
じ
ん
を
抑
え
る

た
め
、
モ
ル
タ
ル
を
吹
き
付
け
る
対

策
が
進
み
、
一
部
地
域
の
放
射
線
量

は
減
っ
た
。
し
か
し
１
～
３
号
機
の

格
納
容
器
の
中
は
状
況
把
握
す
ら
お

ぼ
つ
か
ず
、
溶
け
落
ち
た
核
燃
料
を

い
つ
取
り
出
せ
る
の
か
、
予
測
不
能

な
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
廃
炉
ま
で

短
く
て
も
30
～
40
年
。
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
仕
事
に
向
き
合
う
作
業
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
、
感
謝
の
一
日
だ

っ
た
。

　

企
画
委
員　

東
京
新
聞
社
会
部
長

瀬
口　

晴
義

作
業
員
の
姿
だ
け
。
帰
還
困
難
区
域
に

指
定
さ
れ
た
国
道
沿
い
の
家
は
静
か

に
、
確
実
に
朽
ち
果
て
つ
つ
あ
っ
た
。

○
未
稼
働
の
青
森
・
六
ケ
所
は
ど
う
な
る

　

初
め
て
東
電
福
島
第
一
原
発
に
入
っ

た
。
こ
れ
ま
で
は
報
道
で
情
報
を
得
る
だ

け
で
原
発
事
故
を
現
実
と
し
て
捉
え
ら
れ

な
い
面
が
あ
っ
た
が
、
現
場
の
緊
張
感
を

肌
で
感
じ
、
事
故
の
過
酷
さ
、
廃
炉
に
向

け
た
道
の
り
の
険
し
さ
を
知
る
機
会
と
な

っ
た
。
原
発
の
再
稼
働
が
進
む
中
、
青
森

県
に
あ
る
六
ケ
所
再
処
理
工
場
は
未
稼
働

の
ま
ま
だ
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
は
岐

路
を
迎
え
て
い
る
。
国
、
事
業
者
が
事
故

の
教
訓
を
ど
う
生
か
し
て
い
る
の
か
。
注

視
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

あ
ら
た
め
て
思
っ
た
。

陸
奥
新
報
社　

齊
藤　

雅
也

○
途
方
も
な
い
時
間
を
実
感

　

初
め
て
福
島
第
一
原
発
を
訪
れ
た
。
１

日
約
３
０
０
ト
ン
発
生
す
る
汚
染
水
処
理

の
た
め
に
今
後
も
増
え
続
け
る
貯
蔵
タ
ン

ク
、
炉
内
の
放
射
線
量
が
高
く
溶
け
落
ち

た
核
燃
料
は
ど
こ
に
、
ど
う
あ
る
の
か
も

特
定
で
き
な
い
状
態
。
解
決
へ
の
道
筋
は

い
ま
だ
不
透
明
で
、
廃
炉
へ
30
年
、
40
年

と
い
わ
れ
る
途
方
も
な
い
時
間
の
長
さ
を

実
感
し
た
。
地
元
大
分
県
の
佐
賀
関
半
島

か
ら
海
を
挟
み
約
45
キ
ロ
に
位
置
す
る
伊

方
原
発（
愛
媛
県
）を
は
じ
め
、
原
発
再

稼
働
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
。
今
回
の
取

材
を
原
子
力
政
策
の
チ
ェ
ッ
ク
に
生
か
し

た
い
。

大
分
合
同
新
聞
社　

渡
辺　

大
祐

○
惨
状
そ
の
ま
ま
の
現
実

　

２
年
ぶ
り
３
度
目
の
福
島
第
一
原
発

は
、
以
前
に
比
べ
線
量
も
下
が
り
、
作
業

員
の
労
働
環
境
も
改
善
さ
れ
、
落
ち
着
い

た
様
子
。
た
だ
３
号
機
原
子
炉
建
屋
は
、

が
れ
き
は
撤
去
さ
れ
た
も
の
の
、
爆
撃
で

も
受
け
た
よ
う
に
破
壊
さ
れ
た
ま
ま
の
姿

を
さ
ら
し
て
い
た
。
こ
の
惨
状
が
５
年
た

っ
て
も
そ
の
ま
ま
と
い
う
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
あ
ら
た
め
て
原
発
事
故
の

深
刻
さ
を
思
い
知
っ
た
。
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
の
遠
隔
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
廃
炉
に
向
け
た
最
新
技
術
な
ど
を
取

材
し
た
が
、
や
は
り
日
本
の
技
術
は
大
し

た
も
の
だ
な
と
感
心
す
る
半
面
、
こ
の
人

た
ち
の
頭
脳
を
も
っ
て
し
て
も
原
発
事
故

は
防
げ
な
か
っ
た
の
だ
な
と
感
じ
た
。

読
売
テ
レ
ビ　

春
川　

正
明

昨年6月にオープンした大型休憩
所の食堂では、1食380円で、昼は5
種、夕方は3種類のメニューが提
供されている。食事を作る給食セ
ンター（大熊町）も訪問した
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慰
安
婦
問
題　

日
韓
合
意�

大
貫　

智
子（
毎
日
新
聞
社
）

国
交
正
常
化
50
周
年
に
示
し
た

　
　
　
「
握
れ
る
」信
頼
関
係

　

横
長
の
茶
色
い
テ
ー
ブ
ル
に
日
韓
９
人

ず
つ
、
ハ
ン
グ
ル
で
書
か
れ
た
出
席
者
の

名
札
が
並
ぶ
。
昨
年
12
月
28
日
午
後
１
時

45
分
。
私
は
２
時
か
ら
の
日
韓
外
相
会
談

を
前
に
場
内
の
様
子
を
メ
モ
に
取
っ
た
。

韓
国
の
尹ユ

ン
ビ
ョ
ン
セ

炳
世
外
相
の
席
に
は「
外
交
部

長
官
」と
書
か
れ
た
真
っ
白
な
メ
モ
用
紙

が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
言
葉
が
書
き
込
ま
れ
る
の
か
と
想
像

す
る
と
、
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会
っ
て
い

る
と
い
う
緊
張
感
で
胸
が
高
ま
っ
た
。

　

開
始
数
分
前
、
韓
国
側
の
外
務
省
関
係

者
が
入
っ
て
き
た
。
過
去
12
回
の
局
長
級

協
議
で
交
渉
の
最
前
線
に
立
っ
た
白
髪
の

李イ

相サ
ン

徳ド
ク

東
北
ア
ジ
ア
局
長
に「
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
」と
声
を
か
け
る
と
、
う
な
ず

い
た
。
間
も
な
く
、
両
外
相
が
握
手
を
交

わ
し
、
双
方
の
出
席
者
が
席
に
着
い
た
。

日
本
側
出
席
者
の
知
人
の
１
人
と
目
が
合

っ
た
。
彼
は
、
目
で
に
っ
こ
り
あ
い
さ
つ

を
返
し
て
き
た
。
今
日
こ
の
場
で
、
慰
安

婦
問
題
は
合
意
す
る
の
だ
と
確
信
し
た
。

　

た
だ
、
大
方
の
予
想
は
曖
昧
な
政
治
決

着
を
図
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
私
は
、
韓
国
人
の
友
人
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
、
韓
国
政
府
が
韓
国
メ
デ
ィ
ア

に
エ
ン
バ
ー
ゴ
付
き
で
伝
え
た
合
意
内
容

を
見
て
目
を
疑
っ
た
。

韓
国
の〝
満
額
回
答
〟に
驚
く

　
「
慰
安
婦
問
題
は
軍
の
関
与
下
、
女
性

の
名
誉
と
尊
厳
を
傷
付
け
た
問
題
と
し
て

日
本
政
府
は
責
任
を
痛
感
す
る
」「
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
は
、
日
本
国
内
閣
総
理
大
臣

と
し
て
謝
罪
す
る
」「
韓
国
政
府
が
財
団
を

設
立
し
、
日
本
政
府
の
予
算
で
一
括
拠
出

す
る
」―
―
。
こ
れ
で
は
韓
国
に
と
っ
て

満
額
回
答
で
は
な
い
か
。
前
日
に
、
日
韓

関
係
の
専
門
家
に
取
材
し
た
際
、
韓
国
側

が
重
視
す
る
と
し
て
い
た
点
が
全
て
含
ま

れ
て
い
る
一
方
、
日
本
側
が
強
く
求
め
て

い
た
、
ソ
ウ
ル
の
日
本
大
使
館
前
の
少
女

像
撤
去
問
題
や
、
最
終
解
決
と
す
る
こ
と

は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

会
談
後
の
共
同
記
者
会
見
が
始
ま
り
、

韓
国
政
府
が
事
前
に
メ
デ
ィ
ア
に
伝
え
て

い
た
部
分
は
、
韓
国
側
が
成
果
と
し
て
強

調
し
た
い
内
容
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
少
女
像
や「
不
可
逆
的
」と
の
合
意

内
容
は
韓
国
内
で
強
い
反
発
を
呼
ぶ
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
こ
の
部
分
に
焦
点
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
し
た
の
だ
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
、
か
つ
て「
対
日
強
硬
派
」と

称
さ
れ
た
尹
外
相
自
ら
、「
こ
の
問
題
が

最
終
的
で
不
可
逆
的
に
解
決
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
」と
述
べ
た
う
え
で
、
少
女
像

移
転
問
題
に
も「
努
力
す
る
」と
堂
々
と

述
べ
る
姿
を
見
て
、
合
意
へ
の
強
い
意
思

を
感
じ
た
。

　
「
岸
田
外
相
と
と
も
に
こ
の
場
で
交
渉

妥
結
宣
言
を
す
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く

思
う
」と
ま
で
言
い
切
っ
た
時
に
は
、
目

の
前
で
起
き
て
い
る
こ
と
が
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
だ
っ
た
。

現
地
保
守
層
で
高
ま
る
評
価
の
声

　

３
年
半
も
の
間
、
首
脳
会
談
が
行
わ
れ

な
い「
過
去
最
悪
の
日
韓
関
係
」と
言
わ

れ
な
が
ら
迎
え
た
国
交
正
常
化
50
周
年
の

２
０
１
５
年
。１
年
前
、多
く
の
日
韓
関
係

者
は「
歴
史
的
な
年
だ
と
い
う
の
に
一
体

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」と
展
望
を
見
い

だ
せ
な
い
で
い
た
。
慰
安
婦
問
題
と
い
う

20
年
来
の
懸
案
解
決
に
ま
で
至
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
た
の
は
、
両
首
脳
を
ト
ッ
プ

と
す
る
関
係
悪
化
が
、
双
方
の
国
民
感
情

に
ま
で
深
く
入
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と

だ
っ
た
と
思
う
。
植
民
地
時
代
か
ら
の
流

れ
で
日
本
語
で
の
交
渉
が
可
能
だ
っ
た
過

去
の
特
殊
な
関
係
で
は
な
い
も
の
の
、
今

も
両
国
は
水
面
下
で「
握
れ
る
」信
頼
関
係

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
合
意
だ
っ
た
。

　

予
想
通
り
、
特
に
韓
国
側
で
は
反
発
が

出
て
い
る
が
、
北
朝
鮮
の
４
回
目
の
核
実

験
が
背
中
を
押
す
形
で
、
合
意
を
評
価
す

る
声
が
保
守
層
で
は
高
ま
っ
て
い
る
。
時

差
が
な
く
、
相
手
国
の
言
葉
を
解
す
る
人

が
多
い
日
韓
間
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
国
民
感
情
が
大
き
く
揺
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
不
用
意
に
対
立
を
あ
お
ら
な
い
よ

う
、
言
葉
の
翻
訳
一
つ
に
も
一
層
気
を
つ

け
て
い
き
た
い
。

お
お
ぬ
き
・
と
も
こ
▼
２
０
０
０
年
入
社　

前

橋
支
局　

政
治
部
を
経
て　

11
年
10
月
外
信

部　

13
年
４
月
か
ら
ソ
ウ
ル
支
局

韓国外務省で行われた日韓外相会談後の共同記者会見（筆者撮影）
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宜
野
湾
市
長
選�

斎
藤　

学（
琉
球
新
報
社
）

大
差
で
現
職
再
選
も

　
　
「
オ
ー
ル
沖
縄
」批
判
に
は
疑
問
符

　

沖
縄
で
は
29
年
ぶ
り
の
あ
ら
れ
が
本
島

各
地
で
舞
い
落
ち
た
投
開
票
日
だ
っ
た
。

１
月
24
日
の
宜
野
湾
市
長
選
挙
は
、
そ
ん

な
気
候
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
取
材
も

意
外
続
き
だ
っ
た
。
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
移
設
手
法
が
最
大
争
点
と
、
マ
ス
コ
ミ

が
見
据
え
た
こ
と
も
あ
り
、
全
国
か
ら
の

注
目
度
も
上
が
っ
た
。

　

宜
野
湾
市
を
取
材
エ
リ
ア
に
持
つ
中
部

支
社
は
、
極
東
最
大
の
米
軍
嘉
手
納
基
地

の
門
前
町
の
１
つ
・
沖
縄
市
に
あ
る
。
本

紙
で
は
昨
年
12
月
末
に
市
長
選
挙
の
世
論

動
向
を
探
る
第
１
回
の
世
論
調
査
を
行
っ

た
が
、
そ
の
際
に
複
数
件
、
読
者
か
ら
ク

レ
ー
ム
と
も
つ
か
ぬ
電
話
が
あ
っ
た
。

　
「
琉
球
新
報
が
世
論
調
査
を
や
っ
て
い

る
と
電
話
が
あ
っ
た
が
、
本
当
に
や
っ
て

い
る
の
か
」

　

間
違
い
な
く
実
施
し
て
い
る
旨
答
え
、

話
を
聞
け
ば
、
何
件
も
世
論
調
査
と
称
し

た
電
話
が
か
か
っ
て
い
る
と
話
す
。「
戸

別
に
思
想
調
査
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

答
え
る
に
も
答
え
ら
れ
な
い
」と
言
う
。

　

も
は
や
ど
こ
の
選
挙
で
も
同
じ
傾
向
で

あ
る
と
は
思
う
。
政
党
や
各
種
団
体
が
独

自
に
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
は
選

挙
戦
で
の
情
報
戦
を
制
す
る
説
得
根
拠
に

も
活
用
さ
れ
て
い
よ
う
が
、
何
せ
、
そ
の

回
数
が
半
端
で
は
な
い
。

「
鳴
り
っ
ぱ
な
し
」の
調
査
電
話

　

当
日
有
権
者
数
が
７
万
２
５
２
６
人
、

世
帯
数
に
し
て
４
万
１
千
余
の
市
で
あ

る
。固
定
有
線
電
話
を
所
有
す
る
世
帯
は
、

さ
ら
に
絞
り
込
ま
れ
る
わ
け
で
、
調
査
の

集
中
す
る
週
末
の
固
定
電
話
は「
鳴
り
っ

ぱ
な
し
」と
の
冗
談
と
も
つ
か
ぬ
会
話
が

飛
び
交
っ
た
。
し
ま
い
に
は「
も
う
さ
っ

き
答
え
た
よ
」と
、
愛
想
も
尽
き
て
受
話

器
を
置
く
人
も
い
た
と
い
う
。

　

自
民
党
の
調
査
は
、
複
数
回
に
及
ん
で

い
る
。
こ
れ
に
別
政
党
、
各
種
団
体
、
マ

ス
コ
ミ
も
加
わ
れ
ば
、
う
ん
ざ
り
す
る
ほ

ど
の
回
数
だ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
各
種
調
査
の
収
集
を
進
め
る
と
、
中

に
は
ぶ
れ
た
数
値
も
あ
る
。
ど
の
程
度
の

正
確
さ
か
は
知
る
術
も
な
い
。
取
材
を
進

め
る
ほ
ど
あ
ら
ゆ
る
数
値
が
入
り
乱
れ
、

混
迷
に
拍
車
を
掛
け
た
。
取
材
は
い
か
に

情
報
を
さ
ば
く
か
に
重
点
を
置
い
た
。

　

大
半
の
情
報
が
そ
う
だ
が
、
ま
ず
は
人

か
ら
の
口
頭
情
報
に
つ
い
て
は
聴
取
人
を

選
別
し
、
さ
ら
に
情
報
根
拠
の
分
厚
さ
で

優
劣
を
つ
け
る
仕
分
け
を
し
た
。
そ
う
す

る
こ
と
で
大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
終
盤
に

は
世
論
動
向
も
見
え
て
き
た
。

カ
ラ
ー
分
か
れ
た
２
氏
の
選
挙
戦

　

選
挙
戦
は
、
自
民
党
が
国
政
選
挙
並
み

の
布
陣
を
敷
い
た
。
と
り
わ
け
水
面
下
で

の
、見
え
な
い
選
挙
戦
は
熾
烈
を
極
め
た
。

閣
僚
経
験
者
も
含
め
自
民
党
国
会
議
員
の

動
員
人
数
は
カ
ウ
ン
ト
で
き
る
範
囲
で
30

人
以
上
に
及
ぶ
。
街
頭
に
立
っ
て
演
説
す

る
わ
け
で
も
な
く
、
大
半
が
来
県
前
に
決

め
打
ち
し
た
企
業
回
り
を
徹
底
し
た
。
国

会
議
員
は
動
員
し
て
も
表
に
は
出
ず
、
辺

野
古
を
想
起
さ
せ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

が
働
い
た
よ
う
だ
。

　

対
す
る
翁
長
雄
志
県
知
事
ら
オ
ー
ル
沖

縄
を
背
景
に
し
た
志
村
恵
一
郎
候
補
側

は
、
企
業
支
援
も
あ
り「
業
者
票
の
ま
と

め
方
」講
座
な
ど
新
手
の
手
法
も
あ
っ
た

も
の
の
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
選
挙
戦
に

終
始
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
選
挙
戦
を
制

し
た
要
因
の
１
つ
は
、
昨
年
返
還
さ
れ
た

米
軍
基
地
跡
地「
西
普
天
間
住
宅
地
区
」

の
今
後
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
51
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
に
は
、
琉
球
大
学

医
学
部
の
移
転
な
ど
国
直
轄
事
業
が
め
じ

ろ
押
し
で
、
業
者
が
色
め
き
立
た
な
い
は

ず
が
な
い
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
誘

致
に
加
え
、
市
長
選
の
布
石
は
昨
年
か
ら

打
た
れ
て
い
た
。

　

選
挙
は
５
８
５
７
票
と
い
う
大
差
で
佐

喜
真
淳
氏
が
再
選
さ
れ
た
。
こ
れ
を
根
拠

に
政
府
は「
オ
ー
ル
沖
縄
」と
い
う
民
意

の
枠
組
み
を
批
判
し
始
め
て
い
る
。
し
か

し
佐
喜
真
氏
も
個
人
的
考
え
と
は
い
え
、

名
護
市
の
辺
野
古
移
設
に
は
反
対
の
姿
勢

を
示
し
た
。
短
絡
的
な
物
言
い
で
移
設
を

強
行
す
れ
ば
、
政
府
は
回
復
不
能
な
ダ
メ

ー
ジ
も
想
定
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

さ
い
と
う
・
ま
な
ぶ
▼
１
９
９
１
年
入
社　

東

京
支
社
報
道
部
長　

整
理
部
な
ど
を
経
て　

現

在　

中
部
支
社
報
道
部
長

当選した佐喜真淳氏を取材する報道陣（琉球新報社提供）
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Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
解
散
騒
動�

阿
部　

公
輔（
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
）

視
座
に
よっ
て
分
か
れ
た
報
道

　
「
存
続
」確
信
し
独
走
、連
日
ス
ク
ー
プ

　

昨
年
大
み
そ
か
。「
三
船
美
佳
＆
神
田

正
輝
交
際
」「
綾
野
剛
熱
愛
」な
ど
芸
能
ス

ク
ー
プ
５
連
発
で
ド
派
手
に
元
日
付
１
面

を
飾
り
な
が
ら
も
、
心
配
で
心
配
で
し
ょ

う
が
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
大
丈
夫
か
な
」「
こ
れ
ば
っ

か
り
は
確
定
し
な
い
と
…
。
で
も
ど
こ
か

（
記
事
を
）入
れ
て
た
ら
痛
す
ぎ
で
す
ね
」

「
今
は〝
そ
の
時
〟を
待
つ
し
か
な
い
か
」

　

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
担
当
の
小
枝
功
一
記
者
と

昨
年
夏
す
ぎ
か
ら
取
材
を
進
め
て
い
た
特

ダ
ネ
が「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
独
立
」だ
っ
た
。し
か

し
、情
報
は「
木
村
拓
哉
残
留
、グ
ル
ー
プ

分
裂
」「
独
立
失
敗
」「
全
員
残
留
」な
ど
目

ま
ぐ
る
し
く
変
貌
。
何
が「
事
実
」な
の

か
分
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

つ
い
に
確
執
劇
決
着
か

　
〝
そ
の
時
〟が
来
た
の
は
年
明
け
１
週
間

後
。「
女
性
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
１
月
12
日
に

解
任
さ
れ
る
」と
の
情
報
が
飛
び
込
ん
で

き
た
。

　

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
が
驚
い
た
こ
の

騒
動
の
本
質
は
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
の

副
社
長
と
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
育
て
の
親
と
い
わ
れ

た
女
性
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
確
執
に
全
て
起
因

す
る
。
芸
能
界
の
独
立
劇
と
い
え
ば
、
メ

ン
バ
ー
間
の
不
仲
や
事
務
所
へ
の
不
満
が

要
因
と
な
る
が
、
今
回
は
そ
れ
が
な
い
。

あ
く
ま
で〝
女
帝
〟２
人
の
確
執
劇
で
あ

り
、こ
の
決
着
の
仕
方
が
全
て
を
決
め
る
。

女
性
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
進
退
の〝
Ｘ
デ
ー
〟

を
、
わ
れ
わ
れ
は
待
っ
て
い
た
。

　

だ
が
、
当
日
。
解
任
で
は
な
く「
辞
任
」

に
な
っ
た
。
担
当
記
者
が
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事

務
所
の
広
報
責
任
者
に
連
絡
を
入
れ
る
と

「
顧
問
弁
護
士
と
話
し
て
」。
こ
れ
ま
で
も

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
で
さ
ま
ざ
ま
な
騒
動
は
あ
っ

た
が「
弁
護
士
を
通
し
て
」と
言
わ
れ
た

の
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

な
ぜ
弁
護
士
な
の
か
。
な
ぜ
辞
任
な
の

か
。一
方
で「
木
村
残
留
、
中
居
ら
４
人

退
社
」「
５
人
と
も
残
留
へ
」と
情
報
が
真

っ
二
つ
に
割
れ
た
。
記
事
を
書
き
な
が
ら

取
材
を
続
け
、
次
第
に
分
か
っ
て
き
た
の

は
、
昨
年
か
ら
の
膨
大
な
情
報
は
錯
綜
な

ど
し
て
お
ら
ず
、
全
て「
当
た
り
」だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
騒
動
に
対
す
る
取
材
相

手
の
視
座
に
よ
っ
て「
分
裂
、
解
散
」に

も「
全
員
残
留
」に
も
な
り
、「
独
立
」に

も「
退
社
」に
も
映
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
お
互
い
の
誤
解
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
座

を
さ
ら
に
離
し
て
い
っ
た
の
だ
。

12
日
間
連
続
１
面
で

　

正
確
に
報
道
す
る
た
め
現
状
を
俯ふ

瞰か
ん

し

て
見
る
の
に
必
要
だ
っ
た
の
は
、
こ
の
日

起
き
た「
事
実
」だ
っ
た
。
解
任
さ
れ
る

は
ず
の
女
性
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
自
ら「
辞

任
」し
た
こ
と
は
、
も
は
や
独
立
し
よ
う

と
し
て
い
る
者
は
い
な
い
こ
と
を
指
す
の

で
は
な
い
か
。
弁
護
士
が
立
っ
て
い
る
の

は
昨
年
９
月
の
契
約
更
新
が
関
係
し
て
い

て
、
メ
ン
バ
ー
４
人
は
当
時
か
ら
ず
っ
と

〝
独
立
派
〟扱
い
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
実

態
は
戻
れ
な
い
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
。

　

選
ん
だ
１
面
の
見
出
し
は「
分
裂
危

機
、木
村
残
留
、中
居
ら
退
社
へ
」。最
終
版

で
は「
退
社
も
」と
さ
ら
に
後
退
さ
せ
た
。

同
時
ス
ク
ー
プ
と
な
っ
た
日
刊
ス
ポ
ー
ツ

は「
独
立
、
解
散
」。
刺
激
的
な
論
調
以

上
に
、
記
事
の
中
身
に
違
い
が
あ
っ
た
。

　

芸
能
史
上
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
を〝
独
走
〟

で
き
る
―
―
と
い
う
期
待
は
、
翌
日
に
は

確
信
に
変
わ
っ
た
。
後
追
い
し
て
き
た
他

紙
も「
独
立
解
散
」の
論
調
の
中
、
ス
ポ

ニ
チ
だ
け
が「
存
続
」へ
の
具
体
的
な
動

き
を
連
日
ス
ク
ー
プ
。
中
で
も
、
木
村
拓

哉
が
電
話
で
存
続
を
直
訴
し
た
特
ダ
ネ
は

決
定
打
と
な
り「
分
裂
回
避
」も
イ
チ
早

く
報
道
。
存
続
表
明
後
も「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
再

生　

草
彅
が
キ
ー
マ
ン
」な
ど
事
態
の
推

移
を
ド
ン
ピ
シ
ャ
で
当
て
続
け
、
創
刊
67

年
で
初
め
て
芸
能
ニ
ュ
ー
ス
が
12
日
間
連

続
で
１
面
を
飾
っ
た
。

　

小
枝
記
者
と
は
、
２
０
１
２
年
の
オ
セ

ロ
中
島
洗
脳
騒
動
で
も「
中
島
奪
還
」な

ど
の
特
ダ
ネ
を
連
発
し
た
。
そ
の
時
に
学

ん
だ
の
は
視
点
、
視
野
、
そ
し
て
視
座
。

渦
中
の
当
事
者
で
さ
え
全
体
像
が
見
え
て

い
な
い
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
の
に
、

何
が
必
要
な
の
か
痛
感
し
て
い
た
経
験
は

大
き
か
っ
た
。

あ
べ
・
こ
う
す
け
▼
１
９
９
２
年
入
社　

音
楽

担
当
な
ど
を
経
て　

現
在　

文
化
社
会
部
長

「SMAP」の文字が躍る紙面（スポニチ提供）
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リ レーエッセー

「
真
実
は
執
拗
な
り
」の
人

　
反
原
発
の
弁
護
士
　
藤
田
一か

ず

良よ
し

さ
ん

山
崎　

一
夫（
毎
日
新
聞
社
）

乏
弁
護
士
」と
書
か
れ
た
時
は
怒
っ
た
。

熱
く
語
る
時
も
実
は
冷
静
、
皮
肉
は
大
好

き
だ
が
、冷
笑
家
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。

農
民
組
合
指
導
者
の
父
譲
り
の
反
権
力
意

識
に
加
え
、
司
法
研
修
所
時
代
、
口
達
者

な
弁
護
士
の
卵
を
ま
と
め「
フ
ジ
タ
組
」

と
呼
ば
れ
た
組
織
人
で
も
あ
っ
た
。

　
「
引
き
受
け
た
限
り
は
マ
ジ
メ
に
法
廷

で
戦
う
」と
い
う
こ
の
人
に
率
い
ら
れ
た

裁
判
に
、
国
側
は
ナ
メ
た
対
応
だ
っ
た
と

私
は
思
う
、
い
わ
ば「
た
か
が
田
舎
で
の

裁
判
」み
た
い
な
。
弁
護
団
を「
反
原
発
」

を
宣
伝
し
た
い
だ
け
の
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
集

団
と
見
誤
り「
原
発
の
安
全
性
を
国
民
に

宣
伝
す
る
場
」と
受
け
て
立
っ
た
の
が
思

惑
違
い
だ
っ
た
。

　

平
常
時
の
被
曝
か
ら
、
原
発
事
故
の
可

能
性
ま
で
、
50
人
に
増
え
た
弁
護
団
が
原

子
力
分
野
の
専
門
家
を
揃
え
、
法
廷
は
国

側
の
専
門
家
と
の
間
で
公
開
安
全
審
査
の

様
相
を
帯
び
、
国
側
の
守
勢
は
弁
論
を
経

る
ご
と
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
裁
判
所
か

ら
は
安
全
審
査
資
料
の
提
出
命
令
ま
で
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

審
理
の
ほ
と
ん
ど
全
て
を
担
当
し
た
裁

判
長
を
結
審
間
際
に
転
勤
さ
せ
、
新
裁
判

長
の
も
と
で
の
78
年
４
月
の
判
決
は
原
告

側
全
面
敗
訴
。
こ
れ
は
原
発
の
安
全
性
の

勝
利
で
は
な
く「
司
法
行
政
の
勝
利
」と

も
い
え
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
る

裁
判
も
多
く
手
が
け
た
。
人
権
派
弁
護
士

と
呼
ば
れ
る
の
は
拒
ま
な
か
っ
た
が
、
本

人
は「
や
り
た
か
っ
た
テ
ー
マ
に
ぶ
ち
当

た
っ
た
だ
け
」と
聞
い
た
。
32
歳
で
喀
血
、

療
養
の
た
め
会
社
を
辞
め
、
生
き
て
い
る

間
に
成
し
遂
げ
た
い「
何
か
」を
求
め
る

意
識
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

新
興
俳
句
の
鬼
才
、
西さ

い

東と
う

三さ
ん

鬼き

の
裁
判

を
持
ち
込
ん
だ
俳
人
の
鈴
木
六む

林り

男お

さ
ん

や
、
在
日
の
詩
人
、
金キ

ム

時・
シ
ジ
ョ
ン鐘さ
ん
、
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
家
と
の
交
遊
も

あ
っ
た
か
ら
、私
も
よ
く
飲
み
、藤
田
さ
ん

主
宰
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
よ
く
遊
ん

だ
。あ
る
時
、「
あ
い
つ（
鈴
木
さ
ん
）は

僕
を〝
俳
句
を
知
ら
ん
弁
護
士
〟と
言

う
ん
や
、け
し
か
ら
ん
奴
や
」と
笑
い
な

が
ら
言
っ
た
事
が
あ
る
。
に
わ
か
勉
強

で
は
な
く
、
文
化
へ
の
造
詣
へ
の
自
負

は
強
か
っ
た
。事
務
所
に
も
自
宅
に
も
、

専
門
の
法
律
書
よ
り
も
文
化
、
芸
術
の

本
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　
「
さ
れ
ど
真
実
は
執
拗
な
り
」と
は

84
年
の
高
松
高
裁
の
敗
訴
か
ら
言
い
始

め
、
最
高
裁
で
の
敗
訴（
92
年
）以
降

も
言
い
続
け
て
き
た
。
真
実
は
、
そ
の

時
に
は
認
め
ら
れ
な
く
て
も
、
時
間
を

か
け
て
ジ
ワ
ジ
ワ
と
効
い
て
く
る
、
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
す
ね
、
と
聞
く
と

「
ま
、
ま
、
そ
ん
な
も
ん
や
」と
笑
っ

て
答
え
る
だ
け
だ
っ
た
が
。

　

原
発
情
勢
は
、
福
島
第
一
事
故
の
あ

と
複
数
の
元
首
相
が「
即
停
止
」を
主

張
す
る
ま
で
に
変
わ
っ
て
き
た
。だ
が
、

い
ち
り
ょ
う
さ
ん
は
多
く
を
語
ら
な
か

っ
た
。
既
に
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
た
、

と
い
う
意
識
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
や
ま
さ
き
・
か
ず
お　

毎
日
新
聞
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
常
勤
顧
問
）　

次
号
は
岡
田
実
さ
ん（
前
・
北
海
道

新
聞
社
専
務
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　

少
壮
44
歳
に
し
て
白
髪
、
大た

い

人じ
ん

の
趣

の
弁
護
士「
い
ち
り
ょ
う
さ
ん
」と
初

め
て
会
っ
た
の
は
松
山
市
の
裁
判
所
近

く
の
ホ
テ
ル
。
記
者
生
活
３
カ
月
目
か

ら
の
つ
き
あ
い
は
、
私
が
大
阪
の
検
察

特
捜
部
担
当
や
司
法
キ
ャ
ッ
プ
の
時
に

濃
く
、
２
０
１
３
年
の
夏
に
亡
く
な
る

ま
で
40
年
に
及
ん
だ
。

　

３
・
11
の
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の

後
、「
反
原
発
」は
小
出
裕
章
氏
が
知

ら
れ
る
。
彼
が
大
学
院
を
出
た
て
の
原

子
力
工
学
研
究
者
と
し
て
参
加
し
た
の

が
１
９
７
３
年
８
月
、
愛
媛
県
の
伊
方

原
発
の
周
辺
住
民
35
人
が
田
中
角
栄
総

理
大
臣（
当
時
）を
相
手
に
国
の
原
発

設
置
許
可
の
取
り
消
し
を
求
め
て
訴
え

た「
伊
方
原
発
訴
訟
」。藤
田
一
良
さ
ん

は
、
そ
の
住
民
側
弁
護
団
長
だ
っ
た
。

　

日
本
で
初
め
て
の
原
発
行
政
訴
訟
を

担
う
高
ぶ
り
は
み
じ
ん
も
な
く「
カ
ネ

に
な
ら
ん
ビ
ン
ボ
ー
ガ
ミ
裁
判
や
で
」

と
笑
う
一
方
で
、新
聞
の
コ
ラ
ム
で「
貧

原発反対訴訟について講演する
藤田一良弁護士（2011年11月26日
／神戸市中央区／共同通信社提供）
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昨
年
11
月
に
パ
リ
で
発
生
し
た
同
時
テ

ロ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
世
界
各
地
で
頻

繁
に
起
き
る
悲
惨
な
テ
ロ
の
ニ
ュ
ー
ス
に

接
す
る
た
び
に
、
15
年
前
の「
９
・
11　

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
」を
強
烈
に
思

い
出
す
。

　

１
９
９
９
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
メ
リ
カ
総
局

長
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴
任
し
、
20

世
紀
後
半
に
最
強
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

最
後
の
輝
き
を
見
た
の
だ
っ
た
。し
か
し
、

大
統
領
選
の
混
乱
の
直
後
に
幕
を
開
け
た

21
世
紀
は
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
同

時
多
発
テ
ロ
を
き
っ
か
け
に
、
ア
メ
リ
カ

が
急
速
に
輝
き
を
失
う
時
期
で
も
あ
っ

た
。

　

９
・
11
か
ら
イ
ラ
ク
開
戦
ま
で
の
１
年

半
、
限
ら
れ
た
態
勢
で
、
無
我
夢
中
で
ニ

ュ
ー
ス
取
材
、
番
組
制
作
、
日
本
へ
の
放

送
に
明
け
暮
れ
た
。
あ
の
日
、
あ
の
時
、

目
の
前
の
事
象
、
出
来
事
に
翻
弄
さ
れ
、

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
余
裕
も
な
く
仕
事

を
し
た
と
い
う
充
足
感
の
半
面
、
も
っ
と

広
く
、
深
く
、
長
い
目
で
取
材
、
制
作
が

で
き
な
か
っ
た
か
と
い
う
不
完
全
燃
焼
感

は
今
も
消
え
な
い
。
思
い
出
す
ま
ま
に
記

す
。

◆
何
が
人
の
生
死
を
分
け
る
の
か

　

Ｗ
Ｔ
Ｃ（
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
）に
は
北
館
と
南
館
の
２
本
の
高
層
ビ

ル
が
あ
っ
た
。９
月
11
日
午
前
８
時
46
分
、

テ
ロ
リ
ス
ト
の
最
初
の
飛
行
機
が
北
館
に

突
っ
込
み
、
火
災
が
起
き
た
。

　

南
館
に
あ
っ
た
富
士
銀
行
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
支
店
で
は
、
支
店
長
以
下
み
ん
な
で
避

難
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
で
い
っ
た
ん
、
下
へ
降
り
た
。
途

中
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
乗
り
換
え
ホ
ー
ル

で
、
館
内
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら「
北
館
は
火

災
で
す
が
、
南
館
は
大
丈
夫
で
す
」と
い

う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ど

う
し
よ
う
か
と
な
っ
た
時
、
ア
メ
リ
カ
人

行
員
た
ち
は「
北
館
の
火
災
は
テ
ロ
に
間

違
い
な
い
。
私
た
ち
は
こ
の
ま
ま
降
り
ま

す
」と
言
っ
た
。

　

支
店
長
は
じ
め
日
本
人
行
員
12
人
は

「
オ
フ
ィ
ス
に
戻
っ
て
、
東
京
に
連
絡
を

し
て
、
鍵
を
掛
け
て
く
る
。
皆
さ
ん
は
、

こ
の
ま
ま
降
り
て
く
だ
さ
い
」と
言
っ

て
、
そ
こ
で
上
下
に
別
れ
た
。
支
店
長
た

ち
が
、
オ
フ
ィ
ス
に
戻
っ
た
直
後
に
２
機

目
が
突
っ
込
み
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
12

人
は
犠
牲
に
な
っ
た
。
１
機
目
突
入
か
ら

わ
ず
か
17
分
後
の
午
前
９
時
３
分
だ
っ

た
。

　

な
ぜ
、
支
店
長
た
ち
は
オ
フ
ィ
ス
に
戻

っ
た
の
か
？　

私
た
ち
の
取
材
に
対
し
て

ア
メ
リ
カ
人
の
部
長
は「
８
年
前
に
同
じ

Ｗ
Ｔ
Ｃ
の
地
下
で
起
き
た
爆
破
テ
ロ
を
身

を
も
っ
て
覚
え
て
い
る
の
で
、
と
っ
さ
に

今
度
も
テ
ロ
だ
と
確
信
し
た
。
そ
れ
に
、

情
報
が
な
い
中
、
館
内
放
送
で
流
れ
た

〝
南
館
は
大
丈
夫
〟と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
、
支
店
長
た
ち
の
判
断
を
狂
わ
せ
た
の

か
も
し
れ
な
い
」と
話
し
て
く
れ
た
。

◆
飛
行
機
を
降
り
た
乗
客
が
い
た

　

９
月
11
日
の
早
朝
、
ボ
ス
ト
ン
の
投
資

銀
行
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
、
出
張
の
た
め
ボ

ス
ト
ン
空
港
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
行
き
ア
メ

リ
カ
ン
航
空
11
便
の
待
合
所
に
い
た
。
そ

こ
で
彼
は
、
異
常
に
興
奮
し
た
５
人
の
ア

ラ
ブ
の
若
者
が
、
肩
を
叩
き
合
っ
た
り
大

声
で
喋
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
強
い
違
和

感
を
感
じ
た
。
や
が
て
搭
乗
時
間
に
な
り

機
内
に
乗
り
込
む
と
、
そ
れ
ま
で
あ
れ
ほ

ど
騒
い
で
い
た
５
人
が
、
と
て
も
深
刻
な

顔
し
て
通
路
際
の
席
に
バ
ラ
バ
ラ
に
座
っ

て
い
た
。
そ
れ
を
見
た
瞬
間
、
彼
は
踵
を

返
し
て
飛
行
機
か
ら
降
り
て
し
ま
っ
た
。

９
・
11
か
ら
15
年　

今
思
う
こ
と

�

谷
村
　
啓
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そ
れ
か
ら
１
時
間
余
り
た
っ
た
頃
、
彼

が
乗
る
は
ず
だ
っ
た
飛
行
機
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
Ｗ
Ｔ
Ｃ
に
突
っ
込
ん
だ
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
空
港
に
も
流
れ
た
。「
ど
う
し

て
自
分
だ
け
飛
行
機
を
降
り
て
し
ま
っ
た

の
か
。
な
ぜ
、
周
り
の
人
や
関
係
者
に
、

お
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
な
か
っ
た

の
か
」と
強
い
自
責
の
念
に
か
ら
れ
た
と

い
う
。
後
日
、
こ
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
取
材

を
試
み
た
が
、
直
接
、
彼
の
口
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

話
は
変
わ
る
が
、災
害
や
事
件
、事
故
に

際
し
て
の
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
相

手
の
映
像
と
音
声
が
不
可
欠
な
だ
け
に
難

し
い
取
材
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
東
日

本
大
震
災
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
送
を
続
け

て
い
る
被
災
者
の
証
言
を
集
め
た「
あ
の

日　

わ
た
し
は
」は
、
後
世
に
教
訓
を
伝

え
る
貴
重
な
番
組
の
積
み
重
ね
だ
と
思

う
。

◆
揺
れ
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
実
相 

　

ど
こ
ま
で
伝
え
ら
れ
た
か

　

９
・
11
の
後
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
は
戦

争
に
大
き
く
振
り
子
が
振
れ
た
。
歴
史
上

初
め
て
ア
メ
リ
カ
本
土
が
攻
撃
さ
れ
た
と

の
思
い
。
９
・
11
の
１
カ
月
後
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
が
始
ま
り
、
家
々
は

も
ち
ろ
ん
、
車
で
も
ど
こ
で
も
星
条
旗
が

は
た
め
き
、
人
々
は
集
ま
れ
ば「
ゴ
ッ
ド
・

ブ
レ
ス
・
ア
メ
リ
カ
」を
歌
い
、「
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
・
ウ
ィ
・
ス
タ
ン
ド
」の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
。
郊
外
の
住
宅
街
で
は

星
条
旗
と
共
に
黄
色
い
リ
ボ
ン
を
付
け
る

家
も
少
な
く
な
か
っ
た
。予
備
役
編
入
で
、

昨
日
ま
で
オ
フ
ィ
ス
で
一
緒
だ
っ
た
仲
間

が
兵
役
に
就
く
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。

　

突
然
、戦
時
下
の
日
々
の
感
が
あ
っ
た
。

加
え
て
、
不
可
解
な「
炭た

ん

疽そ

菌
事
件
」や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ケ
ネ
デ
ィ
空
港
近
く
で

起
き
た
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
の
原
因
不
明
の

墜
落
事
故
。
こ
う
し
た
こ
と
が
醸
成
す
る

ア
メ
リ
カ
社
会
の
、
ま
た
い
つ
テ
ロ
が
と

い
う
不
安
な
空
気
や
気
持
ち
が
、
振
り
子

を
大
き
く
振
っ
た
と
思
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
戦
争
反
対
の
動
き
は
あ

っ
た
し
、
９
・
11
の
犠
牲
者
の
家
族
の
グ

ル
ー
プ
が
取
り
組
ん
だ
戦
争
に
反
対
す
る

動
き
も
ニ
ュ
ー
ス
に
し
、番
組
に
も
し
た
。

し
か
し
、
今
思
う
と
、
９
・
11
の
後
、
ア

メ
リ
カ
社
会
の
振
り
子
の
振
れ
方
を
現

象
、
事
象
、
局
面
で
は
伝
え
た
も
の
の
、

な
ぜ
そ
こ
ま
で
振
れ
る
の
か
、
背
景
に
あ

る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
空
気
や
人
々
の
気
持

ち
、問
わ
れ
た
問
題
を
、日
本
の
視
聴
者
に

十
分
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
。

　

今
、
複
雑
化
と
混
乱
を
極
め
る
中
東
問

題
や
Ｉ
Ｓ
問
題
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
難
民

問
題
等
々
を
見
る
と
き
、
あ
る
い
は
現
在

進
行
形
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
を
見
る
と

き
、
民
族
対
立
、
宗
教
対
立
、
人
種
問
題

が
希
薄
な
日
本
、
難
民
受
け
入
れ
が
ご
く

わ
ず
か
な
日
本
を
基
準
に
問
題
を
捉
え
る

こ
と
は
難
し
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
海
外
か
ら
の
報
道
は
、
起

き
た
事
件
や
現
象
面
だ
け
で
な
く
、
そ
の

背
景
に
あ
る
、
国
、
地
域
、
社
会
、
人
々

の
空
気
や
暮
ら
し
、
歴
史
、
文
化
ま
で
を

日
本
の
読
者
、
視
聴
者
に
伝
え
る
こ
と
が

報
道
の
使
命
だ
と
あ
ら
た
め
て
思
う
。

◆
ア
メ
リ
カ
主
導
の
イ
ラ
ク
開
戦
と
国
連

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
戦
争
が
始
ま
っ

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
後
の
２
０
０
２
年

10
月
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ラ
ク
査
察
の
安
保

理
決
議
を
出
し
た
。
意
外
に
も
イ
ラ
ク
は

査
察
を
受
け
入
れ
た
が
、
結
局
、
大
量
破

壊
兵
器
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ラ
ク
に
は
大

量
破
壊
兵
器
が
存
在
す
る
と
主
張（
後

に
、
こ
れ
は
全
く
の
虚
偽
の
情
報
に
米
英

が
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
大
問
題
に

な
る
）。
最
終
的
に
２
０
０
３
年
３
月
に

米
英
は
、
安
保
理
の
承
認
が
得
ら
れ
な
い

ま
ま
、
有
志
連
合
の
形
で
、
一
方
的
に
イ

ラ
ク
開
戦
に
踏
み
切
っ
た
。

　

こ
こ
に
至
る
３
カ
月
余
り
、
国
連
安
保

理
で
は
、
イ
ラ
ク
攻
撃
急
先
鋒
の
米
、
英
、

そ
れ
に
ス
ペ
イ
ン（
非
常
任
理
事
国
）と

反
対
派
の
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
そ
れ
に

ド
イ
ツ（
非
常
任
理
事
国
）が
鋭
く
対
立
。

間
に
挟
ま
れ
た
チ
リ
、
メ
キ
シ
コ
な
ど
中

間
派
の
非
常
任
理
事
国
は
、
賛
成
派
か
ら

激
し
く
腕
を
引
っ
張
ら
れ
た
が
、
反
対
の

姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　

当
時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
ォ
ー
ド
財

団
で
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
た
緒
方
貞
子

氏
は「
国
連
に
も
ア
メ
リ
カ
一
国
支
配
か

ら
脱
却
し
よ
う
と
い
う
変
化
が
起
き
、
近

い
将
来
、国
連
が
変
わ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
話
し
た
。
だ
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
安

保
理
改
革
の
動
き
は
、
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム

総
会
の
頃
の
盛
り
上
が
り
は
な
く
、
イ
ラ

ク
攻
撃
を
主
導
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
泥
沼

の
戦
争
に
は
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
一
強
の
自

信
は
崩
れ
た
と
は
い
え
、
国
連
は
依
然
、

米
、
露
、
中
の
一
国
主
義
に
左
右
さ
れ
て

い
る
。

　

今
年
、
５
年
ぶ
り
に
非
常
任
理
事
国
に

な
っ
た
日
本
は
、
集
団
的
自
衛
権
＝
日
米

同
盟
強
化
に
振
り
子
が
振
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
中
、
集
団
的
安
全
保
障
＝
国
連

に
よ
る
平
和
維
持
や
地
球
規
模
の
問
題
解

決
の
た
め
の
多
国
間
の
枠
組
み
を
強
化
す

る
方
向
に
振
り
子
を
戻
す
取
り
組
み
も
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
思
い
出
し
た
こ
と
を
ひ
と
つ
。

あ
の
日
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
は
、
国

連
本
部
で
秋
の
国
連
総
会
を
前
に
、
恒
例

の「
平
和
の
鐘（
日
本
が
寄
贈
し
た
も

の
）」
を
つ
く
セ
レ
モ
ニ
ー
が
午
前
中
、

予
定
さ
れ
て
い
て
、
私
は
取
材
で
ち
ょ
う

ど
ア
パ
ー
ト
を
出
る
時
だ
っ
た
。
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１
・
８（
金
）～
９（
土
）　

参
加
者
13
人

観ました 文楽の表と裏
　

１
月
の
大
阪
・
国

立
文
楽
劇
場
は
、
太

夫（
義
太
夫
を
語
る

人
）で
た
だ
一
人
の

人
間
国
宝
で
あ
る
八

代
目
豊
竹
嶋
大
夫
師

の
引
退
披
露
公
演
が

行
わ
れ
た
。

　

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
大
阪
文
楽
ツ
ア
ー

は
今
回
で
２
度
目
だ
が
、
第
１
回
の
一
昨

年
４
月
は
人
間
国
宝
で
文
化
勲
章
受
章
者

の
竹
本
住
大
夫
師
引
退
披
露
公
演
で
、
文

楽
に
と
っ
て
の
大
き
な
節
目
に
立
ち
会
う

ツ
ア
ー
が
続
い
た
。

　

１
月
８
日
に
は
夜
の
部
の「
国
性
爺
合

戦
」に
先
立
っ
て
、
文
楽
を
裏
で
支
え
て

い
る
方
た
ち
の
活
動
を
拝
見
し
た
。

　

文
楽
人
形
の
キ
モ
は
首か

し
らだ
ろ
う
。
人
形

師
の
村
尾
愉
さ
ん
に
よ
る
と
、
大
阪
大
空

襲
で
多
く
が
焼
失
し
た
が
、
そ
れ
で
も
現

在
お
よ
そ
20
種
類
３
０
０
以
上
あ
り
、
な

か
に
は
江
戸
時
代
後
期
の
作
ま
で
含
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。「
日ひ

だ
か
が
わ
い
り
あ
い
ざ
く
ら

高
川
入
相
花
王
」の

清
姫
の
美
し
い
顔
が
、
一
瞬
で
眼
を
カ
ッ

と
見
開
き
、
口
が
耳
ま
で
裂
け
る
。
細
工

の
精
妙
さ
に
は
ま
さ
に
、び
っ
く
り
ぽ
ん
。

　

人
形
の
髪
は
み
な
カ
ツ
ラ
で
、
髪
型
は

男
性
80
、
女
性
40
種
ほ
ど
。
結
髪
は
床
山

の
担
当
だ
。
女
性
床
山
第
１
号
の
高
橋
晃

子
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、

米
田
真
由
美
さ
ん
に
よ
る
と
、公
演
の
３
、

４
カ
月
前
か
ら
制
作
に
か
か
る
。
人
形
遣

い
の
好
み
で
着
物
の
襟
を
太
め
に
し
た
り

細
く
し
た
り
、
同
じ
役
の
人
形
で
も
微
妙

に
違
う
。
着
付
け
は
操
り
や
す
い
よ
う
に

人
形
遣
い
が
自
分
で
す
る
と
聞
い
た
。

　

９
日
は
昼
の
部
で
、
嶋
大
夫
師
引
退
披

露
の
挨
拶（
と
い
っ
て
も
、
歌
舞
伎
と
違

っ
て
ご
本
人
は
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
な
い
）

や「
関せ

き

取と
り

千せ
ん

両り
ょ
う

幟の
ぼ
り」な

ど
が
演
じ
ら
れ
た
。

　

開
演
の
前
に
人
形
遣
い
の
吉
田
幸
助
さ

ん
に
舞
台
裏
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

芝
居
の
舞
台
と
違
っ
て
、
人
形
遣
い
の
足

が
見
え
な
い「
船
底
」と
い
わ
れ
る
構
造

や
、
迅
速
な
舞
台
転
換
の
仕
掛
け
な
ど
文

楽
の
裏
表
を
堪
能
し
た
。
大
物
が
相
次
い

で
引
退
し
た
が
、若
い
世
代
も
育
って
お
り
、

こ
の
節
目
も
必
ず
乗
り
越
え
る
だ
ろ
う
。

東
京
新
聞
出
身　

塚
田　

博
康

人形の１つ１つが“役者”になる

ほ
と
ん
ど
が
人
毛
だ

が
、
ヤ
ク
の
し
っ
ぽ

を
使
う
部
分
も
あ

る
。
最
近
、
外
国
で

も
女
性
の
髪
が
短
く

な
っ
て
き
て
毛
の
入

手
が
容
易
で
は
な
い

そ
う
だ
。

　

も
う
１
つ
大
切
な

の
が
衣
装
。
担
当
の

大阪文楽ツア ー

　生き残る種は、最も強く、知的な種ではな
く、変化に対応した種である―。進化論のダ
ーウィンが言ったとされる警句だが、時々
刻々と変わる環境に人や会社、国が変わり続
けるのは難しい。変わり続ける術に普遍的な
解決策はないのだろうが、私たちは「チェン
ジ・メーカーズ」の先例に学び、ヒントぐら
いは得ることはできる。そんな狙いで、新企
画を立ち上げた。
　日本経済はほのかな明るさを見せ始めたと
はいえ、中長期に自律的に成長できる保証は
まだない。マクロ経済政策は経済活動の下支
えにはなる。だが、変化し、成長への原動力
を生み出すのは現場で起きている「チェン
ジ・メーカーズ」の奮闘である。
　新企画ではロボット技術や自動運転技術な
ど社会構造を変え得る技術、働き方を見直そ
うとする動き、ニュービジネスの創造などの
最前線で活躍するプレーヤーを企業規模の大
小にかかわらず招き、変革の要諦、課題を聞く。
　「チェンジ・メーカーズ」の発言は、記事
や番組をつくるためのアイデアにも結びつく
はずだ。加盟各社の記者諸兄には新企画をぜ
ひ生かしてほしい。

企画委員　朝日新聞社編集委員　安井　孝之

■
会
議
報
告

⃝

第
４
５
９
回
企
画
委
員
会

（
１
・
12　

会
見
場
）

　

今
後
の
ゲ
ス
ト
選
定
に
つ
い
て
協
議
し

た
ほ
か
、
５
月
の
総
会
記
念
講
演
講
師
候

補
を
検
討
し
た
。
夏
の
記
者
研
修
会
の
担

当
委
員
を
委
嘱
し
た
。

出
席　

西
村
委
員
長
、
星
、
安
井
、
倉
重
、

坂
東
、
福
本
、
橋
本
、
脇
、
別
府
、
宮
田
、

杉
田
、
川
上
、
軽
部
、
加
藤
、
山
本
、
瀬

口
、
島
田
、
山
﨑
、
川
戸
、
川
村
、
和
田
、

堀
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
梶
本
の
各
委
員
。

⃝
第
３
６
９
回
会
報
委
員
会

（
１
・
13　

小
会
議
室
）

　

新
委
員
の
吉
澤
正
一
・
日
本
新
聞
協
会

事
務
局
次
長
兼
経
営
業
務
部
長（
広
告
担

当
）（
旧
・
佐
塚
正
樹
氏
）が
挨
拶
し
た
後
、

12
月
号
と「
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト
」面
を
刷
新

し
た
１
月
号
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

ゲ
ス
ト
の
印
象
的
な
言
葉
を
紹
介
し
て
い

た
フ
ロ
ン
ト
面
の「
今
月
の
こ
と
ば
」欄

は
新
設
し
た「
ゲ
ス
ト
一
覧
」と
の
重
複

感
が
あ
る
の
で
２
月
号
か
ら
取
り
や
め
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
ほ
か
２
月
号
の
編
集

と
３
月
号
掲
載
の「
３
・
11
か
ら
５
年
」

特
集
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

出
席　

飯
塚
委
員
長
、
高
橋
、
鈴
木
、
渡

邉
、向
山
、吉
澤
、大
寺
、藤
井
の
各
委
員
。

⃝

第
４
６
１
回
会
員
資
格
委
員
会

（
１
・
13　

小
会
議
室
）

　

２
月
１
日
付
入
会
を
審
議
し
、
理
事
会

に
答
申
し
た
。

出
席　

小
田
委
員
長
、
齋
藤
、
新
堀
、
小

池
、
播
摩
、
山
本
、
青
木
の
各
委
員
。

新企画「チェンジ・メーカーズに聞く」
今月からスタート



19 ⃝日本記者クラブ会報　2016.2.10　No.552

ま
れ
育
っ
た
フ
ァ
ン
と
し
て
半
世
紀
の
歴

史
を
綴
り
ま
し
た
。
球
団
史
そ
し
て
そ
の

時
代
の
社
会
や
世
相
も
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

テ
レ
ビ
報
道
の
世
界
に
進
ん
で
か
ら
の
取

材
経
験
談
の「
落
合
博
満
選
手
と
の
１

年
」の
章
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
記
者
で
な
い

〝
落
合
家
庭
番
記
者
〟と
し
て
の
日
々
を
、

初
披
露
し
ま
し
た
。
現
在
は
球
団
Ｇ
Ｍ
で

あ
る
三
冠
男
・

落
合
さ
ん
の
素

顔
は
？

■
戦
場
記
者

　
「
危
険
地
取
材
」
サ
バ
イ
バ
ル
秘
話

石
合　

力

（
朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
長
）

■
愛
し
の
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
！

　

フ
ァ
ン
と
し
て
歩
ん
だ
半
世
紀

北
辻　

利
寿

（
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
報
道
局
長
）

■
イ
ス
ラ
ム
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

三
井　

美
奈

（
読
売
新
聞
社
国
際
部
）

■
キ
ュ
ー
バ

　

超
大
国
を
屈
服
さ
せ
た
ラ
テ
ン
の
魂

伊
藤　

千
尋

（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
危
機
と
決
断　

前
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
ベ
ン
・

バ
ー
ナ
ン
キ
回
顧
録（
上
下
）（
ベ
ン
・

バ
ー
ナ
ン
キ
著
、
小
此
木
潔
訳
）

小
此
木　

潔

（
朝
日
新
聞
出
身
）

■
二
つ
の
コ
リ
ア　

第
三
版

　

国
際
政
治
の
中
の
朝
鮮
半
島（
ド
ン
・
オ

ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー
、
ロ
バ
ー
ト・
カ
ー
リ

ン
著
、
菱
木
一
美
訳
）�

菱
木　

一
美

（
共
同
通
信
出
身
）

危
険
地
取
材
を
考
え
る　
「
大
臣
の
指
示

で
す
。
即
刻
出
国
し
て
く
だ
さ
い
」―
―

後
藤
健
二
さ
ん
拘
束
の
さ
な
か
、
外
務
省

幹
部
か
ら
私
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
が
執

筆
の
動
機
で
す
。
政
府
の
海
外
安
全
情
報

（
危
険
度
）に
従
っ
て
取
材
規
制
す
る
こ
と

は
妥
当
な
の
か
。
朝
日
新
聞
の
シ
リ
ア
取

材
を
批
判
的
に
報
じ
た
一
部
メ
デ
ィ
ア
の

動
き
も
踏
ま
え
、
報
道
の
自
由
と
邦
人
保

護
の
関
係
、
記
者
の
安
全
確
保
の
方
策
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。「
爆
弾
テ
ロ

現
場
に
は
急
ぐ
な
」と
い
っ
た
危
険
地
取

材
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
も
触
れ
て

い
ま
す
。

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
80
周
年
で
フ
ァ
ン
が
書
く
本

を
！　

出
版
社
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、

中
日
球
場（
現
ナ
ゴ
ヤ
球
場
）近
く
で
生

米
国
と
の
国
交
回
復
の
背
景
に
あ
る
も
の

学
生
時
代
の
１
９
７
０
年
代
に
サ
ト
ウ
キ

ビ
刈
り
労
働
で
半
年
間
住
ん
で
以
来
、
80

年
代
か
ら
特
派
員
や
雑
誌
の
取
材
な
ど
で

計
40
年
以
上
に
わ
た
り
、
キ
ュ
ー
バ
を
体

当
た
り
取
材
し
た
。
ソ
連
を
解
体
に
追
い

込
ん
だ
米
国
が
な
ぜ
身
近
な
小
国
を
つ
ぶ

せ
ず
、
逆
に
自
ら
の
政
策
を
転
換
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
。
超
大
国
の
圧
力
に
踊

っ
て
抵
抗
し
、
つ
い
に
自
立
を
貫
い
た
陽

気
な
キ
ュ
ー
バ
気
質
、「
社
会
主
義
」か
ら

「
社
会
正
義
」

に
衣
替
え
す
る

カ
ス
ト
ロ
後
の

社
会
を
描
く
。

「
マ
ニ
ア
」が
語
る
恐
慌
論　

リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
に
始
ま
る
２
０
０
８
年
の
世
界

金
融
危
機
は
、実
は
史
上
最
悪
の「
金
融

恐
慌
」で
あ
っ
た
。経
済
に
詳
し
い
人
た
ち

の
反
応
は
、「
や
は
り
」と「
ま
さ
か
」に
二

分
さ
れ
る
だ
ろ
う
。自
ら
を「
大
恐
慌
マ
ニ

ア
」と
呼
ぶ
バ
ー
ナ
ン
キ
氏
は
、
危
機
を

金
正
恩
時
代
に
至
る
迫
真
の
現
代
史　

毎

日
新
聞
社
の「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
賞
大
賞
」

を
受
賞
し
た
訳
書「
二
つ
の
コ
リ
ア
」の

抜
本
的
な
増
補
改
訂
版
で
あ
る
。
北
朝
鮮

問
題
に
精
通
す
る
元
米
外
交
官
、
ロ
バ
ー

ト
・
カ
ー
リ
ン
を
共
著
者
に
加
え
た
新
版

は
、
米
朝
核
交
渉
や
小
泉
訪
朝
の
舞
台
裏

を
は
じ
め
金
正
恩
登
場
に
至
る
ま
で
の

数
々
の
衝
撃
的
な
新
事
実
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
ド
ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ー
フ
ァ
ー

が
執
筆
し
た
旧
版
部
分
も
最
新
の
学
術
研

究
を
基
に
５
０
０
箇
所
以
上
の
大
改
訂
が

行
わ
れ
、
朝
鮮

半
島
問
題
の
理

解
に
必
須
の
新

著
と
な
っ
た
。

イ
ス
ラ
ム
と
の
共
存
に
悩
む
欧
州　

多
発

す
る
テ
ロ
、押
し
寄
せ
る
難
民
、ポ
ピ
ュ
リ

ス
ト
政
党
の
台
頭
―
―
今
の
欧
州
は
イ
ス

ラ
ム
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
昨
年
１
月
ま

で
約
４
年
間
、
特
派
員
と
し
て
パ
リ
に
駐

在
し
、そ
う
実
感
し
た
。過
激
派
に
加
わ
る

若
者
や
テ
ロ
対
策
専
門
家
を
取
材
し
た
経

験
を
１
冊
に
ま
と
め
た
。
見
え
て
き
た
の

は
、
イ
ス
ラ
ム
移
民
の
同
化
に
失
敗
し
、

苦
悩
す
る
欧
州
の
姿
だ
。
と
り
わ
け
、
２

度
テ
ロ
の
標
的
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
闇

は
深
い
。
日
本

に
と
っ
て
も
、

決
し
て
他
人
事

で
は
な
い
。

朝日新書
８４２円

高文研
１６２０円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

会 員の著書

新潮新書
７７８円

共同通信社
３９９６円

ゆいぽおと
１２９６円

大
げ
さ
に
恐
慌
だ
と
騒
ぎ
立
て
る
よ
う
な

手
法
と
は
無
縁
の
人
で
あ
り
、
そ
う
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
あ
の
危
機
を
金
融
恐
慌
と

呼
ん
だ
根
拠
を
明

快
に
示
し
て
い
る
。

本
書
こ
そ
グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
恐

慌
論
で
あ
り
、
危

機
克
服
の
経
済
学

で
も
あ
る
。

角川書店　各２０５２円



No.552　2016.2.10　日本記者クラブ会報⃝ 20

試写 会

　

室
内
を
歩
く
。
ひ
た
す
ら
歩
く
。
廊
下

を
曲
が
り
、
畳
の
部
屋
の
奥
に
到
達
す
る

と
踵
を
返
し
、
ま
た
廊
下
へ
。
無
表
情
に

同
じ
足
取
り
で
黙
々
と
自
宅
を
歩
き
続
け

る
。
獄
中
か
ら
の
習
慣
ら
し
く
、
こ
れ
が

袴
田
巖
さ
ん（
79
）の「
日
常
」で
あ
る
。

　

１
９
６
６
年
に
静
岡
県
で
起
き
た
一
家

４
人
殺
害
事
件
。
袴
田
さ
ん
は
、
裁
判
で

一
貫
し
て
無
実
を
訴
え
た
が
、
80
年
最
高

裁
で
死
刑
が
確
定
。
再
審
を
求
め
続
け
、

つ
い
に
２
０
１
４
年
３
月
、
静
岡
地
裁
は

再
審
開
始
を
決
定
し
た
。
逮
捕
か
ら
48
年

ぶ
り
に
釈
放
さ
れ
た
。

　

釈
放
の
翌
月
か
ら
カ
メ
ラ
は
袴
田
さ
ん

が
待
ち
望
ん
だ「
日
常
」を
淡
々
と
追
う
。

映
画
の
７
割
は
自
宅
で
の
映
像
だ
。
ほ
と

ん
ど
外
出
は
し
な
い
。

　

長
年
、
死
刑
に
お
び
え
拘
禁
さ
れ
て
き

た
た
め
心
を
病
ん
だ
。
表
情
は
硬
く
、
妄

想
や
お
か
し
な
言
動
も
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら

伝
わ
っ
て
く
る
。
時
に
自
分
を「
最
高
裁

長
官
」や「
王
」と
名
乗
る
こ
と
も
あ
る
。

　

弟
の
無
実
を
信
じ
続
け
、
今
は
共
に
暮

ら
す
姉
の
袴
田
秀
子
さ
ん
と
の
日
常
は
平

凡
だ
が
、
貴
重
な
自
由
空
間
だ
。
ひ
た
す

ら
歩
き
旺
盛
な
食
欲
、
そ
し
て
寝
る
。

　

家
族
や
支
援
者
の
想
い
が
少
し
ず
つ
通

じ
た
の
か
。
死
へ
の
恐
怖
が
薄
ら
い
だ
せ

い
か
、
次
第
に
表
情
は
柔
ら
か
く
変
わ
っ

の
自
由
な
生
活
も
、
い
ま
だ「
ウ
ソ
」の

世
界
ら
し
い
。
銀
幕
に
映
る
獄
中
書
簡
の

哲
学
的
な
言
い
回
し
、
袴
田
さ
ん
の
言
動

に
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
が
よ
ぎ
る
が
、し
ょ

せ
ん
、そ
れ
も
袴
田
さ
ん
の
宇
宙
観
の
前
で

は「
ウ
ソ
だ
」と
論
破
さ
れ
て
い
る
気
が

す
る
。

日
経
編
集
制
作
セ
ン
タ
ー
社
長�

王
鷲　

幹
雄

今の自由も「ウソ」なのか

袴田巖 夢の間の世の中
（1・12）

て
い
く
。
自
宅
に
遊
び
に
来
た
親
戚
の

子
ど
も
に
目
を
細
め
、
最
近
で
は
一
人

で
好
物
の
菓
子
パ
ン
を
買
う
ま
で
に
な

っ
た
。

　

し
か
し
、ま
だ
立
場
は「
死
刑
囚
」の

ま
ま
。検
察
側
が
即
時
抗
告
、今
も
再
審

を
始
め
る
か
ど
う
か
の
審
理
が
続
く
。

　

試
写
会
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
金
聖

雄
監
督
に
よ
る
と
、
袴
田
さ
ん
は
完
成

し
た
映
画
を
な
か
な
か
観
て
く
れ
ず
、

よ
う
や
く
観
た
感
想
は「
こ
ん
な
の
は

ウ
ソ
だ
」。

　

袴
田
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
48
年
ぶ
り

製
作
・
配
給　

K
im

oon Film

２
月
27
日
か
ら
ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
ほ
か
全
国
で
順
次
上
映

©
W

G
 FILM

２
月
27
日
か
ら
東
京
・
渋
谷
の
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー
ス
で
公
開
。
裁
判
の
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
（
原
題「
Ｂ
ａ
ｎ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
！
＊
」）を
含
め
て
上
映

　

背
筋
が
ひ
や
り
と
し
た
。
巨
大
企
業
の

妨
害
や
メ
デ
ィ
ア
操
作
に
一
人
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
人
映
画
監
督
が
抵
抗
し
て
い
る
。

同
じ
こ
と
が
日
本
で
起
き
た
と
き
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
働
く
私
た
ち
は
ス
ク
ラ
ム
を

組
ん
で
闘
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
他
国

の
出
来
事
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。

　

主
人
公
は
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ゲ
ル
テ

ン
監
督（
59
・
写
真
下
）そ
の
人
だ
。
中
米

ニ
カ
ラ
グ
ア
の
バ
ナ
ナ
農
園
の
労
働
者
が

有
害
農
薬
の
使
用
中
止
を
求
め
、
米
国
の

多
国
籍
企
業
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し

た
。
そ
の
裁
判
の
過
程
を
追
い
、
農
薬
被

害
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
製
作
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
が
、
企
業
の

お
ひ
ざ
元
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
映
画
祭
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作

に
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
上
映
を
阻
止
し

の
実
態
が
米
国
で
暴
か
れ
る
の
を
恐
れ
た

企
業
が
私
に
攻
撃
の
矛
先
を
向
け
た
」と

分
析
す
る
。
自
身
に
降
り
か
か
っ
た
出
来

事
を
最
初
か
ら
記
録
し
、
映
画
に
し
て
し

ま
う
。
そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
魂
、
不
屈

の
精
神
に
目
を
見
張
る
。

毎
日
新
聞
社
会
部　

明
珍　

美
紀

多国籍企業との攻防
ジャーナリスト魂で映画に

バナナの逆襲
（1.28）

よ
う
と
す
る
企
業

側
の
容
赦
な
い
攻

撃
と
米
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
へ
の
説
得
工

作
が
始
ま
る
。

　

窮
地
に
立
つ
監
督
を
救
っ
た
の
は
市
民

の
メ
ー
ル
。
同
社
が
扱
う
バ
ナ
ナ
を
サ
ラ

ダ
に
使
っ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
姿
勢
を
問
い
た
だ

し
、同
店
は
他
の
バ
ナ
ナ
に
切
り
替
え
た
。

さ
ら
に
世
論
が「
報
道
の
自
由
は
守
ら
れ

る
べ
き
だ
」と
後
押
し
し
た
。

　

公
開
前
に
初
来
日
し
、
試
写
の
会
場
に

現
れ
た
ゲ
ル
テ
ン
監
督
は「
日
本
の
記
者

た
ち
か
ら
質
問
を
受
け
て
い
る
が
、
報
道

や
言
論
の
自
由
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
権

利
で
あ
り
、民
主
主
義
に
は
欠
か
せ
な
い
」

と
強
調
。
そ
し
て「
権
力
の
弾
圧
を
受
け

た
仲
間
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
ほ
し
い
」と
も
。

　

元
は
テ
レ
ビ
や
出
版
業
界
な
ど
で
働
い

て
い
た
ゲ
ル
テ
ン
監
督
は「
ニ
カ
ラ
グ
ア
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2015年（第43回）予想アンケート結果（2015年1月15日実施　応募総数　334）平均6.6点

　

年
初
恒
例
の
新
年
互

礼
会
員
懇
親
会
が
１
月

14
日（
木
）午
後
６
時

か
ら
10
階
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
２
０
７
人
が
参

加
し
た
。

　

伊
藤
芳
明
理
事
長
の

あ
い
さ
つ
と
乾
杯
、
来

賓
紹
介
に
続
き
、「
２

０
１
５
年
予
想
ア
ン
ケ

ー
ト
」の
表
彰
が
行
わ

れ
た
。
今
回
は
４
人
が

満
点
を
獲
得
。
西
澤
豊

氏（
時
事
通
信
社
代
表

取
締
役
社
長
）、
國
府
一
郎
氏（
日
本

新
聞
協
会
事
務
局
長
）、
池
田
吉
紀
氏

（
日
本
経
済
新
聞
出
身
、
日
本
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
特
任
研
究
員
）、
篠
丸
頼

之
氏（
日
本
テ
レ
ビ
出
身
）が
登
壇
し

た
。
代
表
と
し
て
、
昨
年
に
続
い
て
最

高
得
点
の
西
澤
氏
が
喜
び
を
語
っ
た
。

　

政
界
か
ら
は
福
田
康
夫
元
首
相
、
岡

田
克
也
民
主
党
代
表
、
山
口
那
津
男
公

明
党
代
表
ら
が
出
席
。
福
田
氏
は「
ク

ラ
ブ
会
報
を
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ゲ
ス
ト
の
リ
ポ
ー
ト

が
短
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に

便
利
な
情
報
源
」と
愛
読
者
ぶ
り
を
ア

ピ
ー
ル
。
岡
田
氏
は

「
ア
ン
ケ
ー
ト
に
12

月
31
日
時
点
で
の
総

理
大
臣
を
聞
く
設
問

が
あ
る
が
、
一
人
く

ら
い『
岡
田
克
也
』

と
書
い
て
く
れ
る
人

が
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
」と
話

し
、
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
た
。

　

昨
年
ク
ラ
ブ
で
会

見
を
行
っ
た
ゲ
ス
ト

も
出
席
し
た
。
テ
レ

ビ
演
出
家
の
今
野
勉
氏
、
俳
優
の
宝
田

明
氏
ら
は
会
員
に
囲
ま
れ
、
談
笑
す
る

２
０
０
人
が
新
年
を
祝
う　

満
点
４
人
を
表
彰

姿
が
見
ら
れ
た
。
ド
イ
ツ
、ス
ペ
イ
ン
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
各
国
大
使
ら
も
参
加
。

会
員
懇
親
会
で
は
初
め
て
導
入
し
た
会

場
音
声
の
同
時
通
訳
サ
ー
ビ
ス
や
、
英

語
版
の
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
は
外
国
人
ゲ

ス
ト
に
も
好
評
だ
っ
た
。�

（
村
田　

茜
）

私
の
頭
に
も
Ｇ
Ｏ
Ｄ
が
降
臨
し
た
の

か
と
、
奇
妙
な
気
分
に
な
っ
た
。
た

だ
、
１
度
目
は「
ど
う
せ
た
ま
た
ま

だ
ろ
う
」と
思
っ
て
い
た
社
員
に
、

２
年
連
続
が「
社
長
、
ひ
ょ
っ
と
し

て
」と
思
わ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
痛
快
で
あ
る
。
３
年
連
続
は
衆
参

ダ
ブ
ル
選
挙
あ
た
り
が
難
関
。
私
の

中
の
Ｇ
Ｏ
Ｄ
は
既
に
答
え
を
出
し
て

い
る
が
、
さ
て
…
。

時
事
通
信
社
社
長　

西
澤　

豊

神が降りてきた！？

●
Ｖ
２
喜
び
の
弁

　

正
月
休
み
に
筒
井
康
隆
さ
ん
の

『
モ
ナ
ド
の
領
域
』を
読
ん
だ
。
何

で
も
お
見
通
し
の「
Ｇ
Ｏ
Ｄ
」が
登

場
人
物
に
乗
り
移
り
、
哲
学
を
語
る

―
。奇
天
烈
な
筒
井
ワ
ー
ル
ド
だ
が
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
２
０
１
５
年
予

想
ア
ン
ケ
ー
ト

で
２
年
続
け
て

全
問
正
解
と
の

知
ら
せ
に
は
、

正解 正解率
①12月31日現在のわが国の首相は誰か
②年内にプーチン露大統領が訪日
③年内に瞬間風速で1ドル＝140円を超える円安になることが
④2015年東証大納会の日経平均株価終値は、2014年大納会の終値（1万7450円77銭）を
⑤原油価格引き上げのため、OPECが減産を
⑥アフリカ大陸でのエボラ出血熱流行の終息をWHOが宣言
⑦日本人がノーベル賞を受賞（ジャンルを問わず）
⑧戦後70年の今年、オバマ米大統領が広島か長崎を訪問
⑨テニスの錦織圭選手が4大大会（全豪、全仏、ウィンブルドン、全米）のいずれかで優勝
⑩野球・ソフトボールが東京五輪で正式種目に復帰することをIOCが決定

（安倍晋三）
（しない）
（ない）
（超える）
（決めない）
（しない）
（する）
（しない）
（しない）
（する・しない）

91.9%
39.7%
68.7%
61.8%
47.2%
64.8%
57.3%
69.0%
57.3%
100％

※東京五輪種目の正式決定は15年内が確実視されていたが、IOCの方針が変わり16年に延期された。「野球・ソフト」
採用は事実上内定とされているが正式には未定。アンケート担当の企画委員会は審議の上、「する」「しない」いず
れも正解とすることに決めた。

全問正解の（左から）篠丸、池田、國府、西澤の各氏
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2015年度　会見詳録14本公開
　2015年度に開催した記者会見・研究会のうち、
14本の全文文字起こしを公開しています（1月
末現在）。いずれもクラブのウェブサイト「会見
詳録」で閲覧、印刷ができます。同ページでは
過去の約720本の記録にもアクセスすることが
できます。

●石田勇治・東大大学院教授「戦後処理がドイ
ツの民主主義を強くした」（2015.4.17）
●武井彩佳・学習院女子大准教授「両者が実を
とり現実的な判断を繰り返し達成された」（4.22）
●川喜田敦子・中央大教授「国際歴史対話は、
対話から出てくる問題提起に国内がどう向きあ
っていくかが、問われる」（4.24）
●佐藤健生・拓殖大教授「戦前とは異なる国家
の証しを立て続ける」（5.13）
●翁長雄志・沖縄県知事 記者会見（5.20）
●山崎拓・元自民党幹事長「自衛隊よ、汝警察
犬となるなかれ」（5.21）
●柳田邦男・ノンフィクション作家「被害者の
精神史　70年の歩みと転機の今」（5.27）
●篠田正浩・映画監督「私の戦後70年、ゾルゲ
の場合」（6.1）
●ベニグノ・アキノ・フィリピン大統領「西フ
ィリピン海での軍備増強を受け、両国は海洋安
全保障分野に積極的に関与すべきである（日本
語・英語）」（6.5）
●村山富市・元首相、河野洋平・元官房長官「な
ぜ、どういう気持ちで、我々は２つの談話を出
したのか？」（6.9）
●鳥原光憲・日本障がい者スポーツ協会会長、
日本パラリンピック委員会会長「全競技場で観
客を満員に　2020パラリンピックの意義と課
題」（8.5）
●マーク・トンプソン・ニューヨーク・タイム
ズ社長兼最高経営責任者「デジタルとモバイル
の世界への移行（日本語・英語）」（9.25）
●福井健策・弁護士「五輪エンブレム問題と著
作権」（9.28）
●柴田優呼・オタゴ大助教授「原爆が作った日
米関係」（10.29）

〈今後の公開予定〉
●加藤典洋・文芸評論家「『戦後入門』をめぐっ
て―戦後70年目の戦後論」（12.9）
●中島岳志・北海道大准教授「戦後70年　保守
は大東亜戦争を肯定できるのか」（12.15）
●キャロライン･ケネディ・駐日アメリカ大使 　
記者会見（12.17）
●早川英男・富士通総研エグゼクティブ・フェ
ロー「2016年経済見通し　日本経済全体の先行
き、金融政策の在り方」（2016.1.13）
●山口義行・立教大経済学部教授「2016年経済
見通し　中小企業の動向、“草の根”の視点から
みた日本経済」（1.22）

情報発信

■サイマル・グループ新年懇親会
　日本で初めて発足した国際会議の通訳者グル
ープであるサイマル・インターナショナルをは
じめとするサイマル・グループの新年会。通訳
者・翻訳者らが出席した。（1.7　10階ホール）

■新聞通信調査会 月例講演会
　月刊誌「メディア展望」の読者を対象に開催し
ている。「人口減少問題への地方の取り組み」の
題で、共同通信社企画委員兼論説委員の伊藤祐
三氏が講演した。（1.13　会見場）

■第42回「都市問題」公開講座
　主催：（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
　「自治体と観光」をテーマに開催した。西村幸
夫・東京大学先端科学技術研究センター所長に
よる基調講演の後、パネルディスカッションが
行われた。今井健太郎・大田区政策課長、山出保・
石川県中小企業団体中央会会長（前金沢市長）ら
が登壇した。（1.16　10階ホール）

■日本外交協会 新年例会
　外務省の齋木昭隆事務次官が『変貌する国際
情勢と日本の外交』の題で講演した後、パーテ
ィーが開かれた。（1.18　会見場）

■民放解説研究会 賀詞交歓会
　民放各社の解説委員、キャスター、政治部記
者らが集まり懇談した。ニュースソース側から、
菅義偉官房長官、甘利明経済再生担当相（当時）、
加藤勝信一億総活躍担当相、山口那津男公明党
代表、岡田克也民主党代表などが出席した。参
加者は約110人。（1.19　会見場）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる勉強会。
佐藤勉・自民党国対委員長をゲストに招いた。

（1.20　大会議室）

■第１回サステナブルファイナンス大賞授賞式
　主催：（一社）環境金融研究機構
　日本の金融機関の商品や事業で環境に配慮し
た事例を顕彰する賞が創設された。第1回大賞
には日本政策投資銀行の『DBJサステナビリテ
ィボンドの発行』が選ばれた。優秀賞3件、特
別賞1件とともに表彰され、受賞機関による報
告会および佐藤泉氏（第一東京弁護士会）によ
る記念講演が行われた。同機構の代表理事は
Environmental Financeという言葉を「環境金
融」と訳して日本に紹介し、著書もある藤井良
広会員。（1.22　会見場）

■長谷川洋三さんを想いだす会
　昨年1月20日に死去した長谷川洋三さん（日本
経済新聞出身・享年71）を想いだす会が開かれ
た。記者仲間ら約140人が集まり、故人をしの
んだ。（1.26　アラスカ）

　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：743人　⃝個人会員：1,347人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・141人　⃝特別賛助会員：99人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：158人 計：198社・2,500人

クラブの電話　ダイヤルイン

クラブ賞候補に８人、特別賞候補に７件が推薦
　2016年度の日本記者クラブ賞と同特別賞の会
員からの候補推薦は1月末で締め切りました。

「クラブ会員または法人会員社に属する個人」が
対象のクラブ賞には８人が、「原則として会員
以外のジャーナリストやジャーナリズム活動」
が対象の特別賞には７件が推薦されました。
　今後は、推薦委員会（個人Ｄ会員８人で構成）
がまず審査し、ふさわしい候補を選考委員会（総
務委員15人で構成）に具申します。内規により、
推薦委員は、特別賞について会員からの推薦以
外でも適格と思われる候補を独自に推薦できま
す。4月に選考委員会を開き、受賞者を理事会
に答申、理事会が決定し発表します。贈賞式は
5月25日、社員総会の日に行います。

受付で署名をお願いします
　クラブへお越しの際は必ず受付で署名をお願
いします。待ち合わせで後からおいでになる方
や、伝言などの連絡にも必要ですので、ご協力
ください。

＜訃報＞　安東謙会員（毎日新聞出身、80歳）が
昨年12月24日、死去されました。謹んでご冥福
をお祈りいたします。

春の異動　会員登録変更のお届けを
―役職変更もご連絡ください―

　会員の入会、退会には所定の「変更届」があり
ます。変更は会員資格委員会に諮られます。変
更のある場合は事務局の青山（電話03-3503-
2727　e-mail aoyama@jnpc.or.jp）へご連絡くだ
さい。役職変更だけの場合もお知らせ願います。

国産牛ロース肉のすき焼き鍋をどうぞ
　昨年好評だった、すき焼き鍋を今年も提供し
ます。２月26日（金）まで、夜の9階レストラン
でお楽しみいただけます。お一人2,800円で、お
二人からお受けします。ご利用の際は予約

（3503-2723）をお願いします。

2月の行事予定（2/3現在）

15㊊ 14：00 ～ 15：30　10階ホール
記者会見　杉本和行・公正取引委員会委員長

17㊌
15：30 ～ 16：30　10階ホール
シリーズ企画「3.11から5年」⑦
品川萬里・福島県郡山市長

19㊎
16：00 ～ 17：00　10階ホール
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」①
志賀俊之・産業革新機構会長兼CEO

22㊊
13：30 ～ 15：00　10階ホール
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」②
山海嘉之・サイバーダイン社長

24㊌
14：00 ～ 15：00
シリーズ企画「国連と日本人」③
北岡伸一・JICA理事長

26㊎ 15：00 ～ 16：00　10階ホール
記者会見　照井翠・俳人

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731
和食　如月懐石（3/4まで）
　先付：穴子小袖寿司、網笠柚子ほか　お椀：清
汁仕立て　造り：三点盛り　焼物：鯵利久焼　煮
物：里芋、粟麩オランダ煮　揚物：子持昆布筍挟
み揚げ　食事：蟹雑炊　水菓子：季節の果物　グ
ラス冷酒付き（5,400円） （板長：大井由光）

洋食　牛フィレ肉のソテーコース（2/29まで）
　白子のポワレ　柚子風味ヴァンブランソース、
蟹肉とほうれん草のスープ、牛フィレ肉のソテー
牡蠣入りフォンドヴォーソース、シェフ特製杏仁
豆腐、パン、コーヒー付き（3,780円）。ランチ、デ
ィナー（土曜日はランチのみ9階レストラン）とも
にご利用いただけます。 （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■私の取材余話　ベテラン会員によるエッセー
●「情報戦うら・おもて（パート４）
　進化するスパイ技術　どこまで行く米国の情
報戦略」
　村上吉男会員（朝日新聞出身）

アラスカ・野添料理長が退職
　37年間にわたり、
アラスカ和食部門の
料理長を務めた野添
文夫さん（66）が２月
10日 退 職 さ れ ま し
た。
　12年間の修行を経
てアラスカに入社し

たのが1979年。以来、フレンチの老舗アラスカ
で、日本料理部門の確立に貢献されました。ラ
ンチメニューや夜の懐石コースを会員の舌と予
算に合うように工夫して好評でした。
　「3月から古里の長崎で、兄の仕事を手伝い
ます」。これからは米作りやアスパラ、トマト、
イチゴ栽培など旬の食材づくりに、板前の経験
を生かして挑戦するそうです。野添さんの再出
発に事務局一同、大きなエールを送ります。
 （事務局　長谷川和子）

「お疲れさまでした」。和食レストランのス
タッフらに囲まれる野添さん（前列中央）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　大寺　廣幸　鈴木　　仁

高橋　　茂　長﨑　和夫　藤井　良広
藤澤　秀敏　向山　明生　吉澤　正一 
渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271
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（東京新聞写真部）

「チェルノブイリ事故から30年」企画取材で訪れたウクライナ・ジトーミル州ナロジチで。事故後、強制移住区域に
指定された地に、今も１万人が放射能におびえながら暮らしている＝2015年11月22日

写 真 回 廊

　

ア
フ
ロ
メ
ー
エ
フ
元
帥
は
１
９
９
１
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
失

敗
し
自
殺
し
た
ソ
連
軍
人
だ
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

後
の
軍
の
活
躍
に
つ
い
て
講
演
し
た
時
、
ど
こ
か
悲
愴
な
表
情

で「
赤
軍
最
後
の
栄
光
」と
予
言
め
い
た
こ
と
を
言
っ
た
の
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。
無
数
の
兵
士
を
次
々
と
原
子
炉
近
く
に
送
り

込
み
、つ
い
に
ド
ニ
エ
プ
ル
川
の
汚
染
を
食
い
止
め
た
手
柄
話
。

い
っ
た
い
何
千
人
の
兵
士
が
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
兵
士

の
犠
牲
が
な
け
れ
ば
、
住
民
の
犠
牲
は
も
っ
と
大
き
か
っ
た
に

違
い
な
い
。「
万
一
、
人
権
と
自
由
の
国
で
原
発
事
故
が
起
こ

っ
た
ら
…
」と
胸
騒
ぎ
が
し
た
。

　

事
故
か
ら
30
年
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
70
キ
ロ
離
れ
た
ナ

ロ
ジ
チ
村
で
ミ
ル
ク
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２
１
９
ベ
ク
レ
ル
の

放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
。
牛
は
土
地
の
草
を
食
べ
、
糞
を
し
、

ま
た
そ
こ
に
草
が
生
え
…
こ
う
し
て
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
30
年

間
循
環
し
た
の
で
あ
る
。
写
真
の
少
女
の
目
が
頼
り
な
げ
な
の

は
、
き
っ
と
ど
こ
か
痛
い
の
だ
。
ほ
と
ん
ど
の
子
が
頭
痛
か
足

の
痛
み
を
訴
え
る
と
い
う
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
果

物
の
汚
染
と
闘
っ
た
小
若
順
一
さ
ん
は
今
、
ナ
ロ
ジ
チ
村
の
牛

に
よ
そ
の
穀
物
を
食
べ
さ
せ
る
活
動
を
し
て
い
る
。

　

モ
ス
ク
ワ
か
ら
キ
エ
フ
に
行
く
と
、
空
も
人
も
建
物
も
教
会

の
典
礼
ま
で
明
る
い
。
ソ
連
崩
壊
前
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
立
を
目

指
す
愛
国
者
た
ち
は「
ロ
シ
ア
人
の
額
に
は
奴
隷
の
刻
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
自
由
の
民
だ
」と
胸
を
張
っ

た
。
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
新
た
な
独
立
の
戦
い
の
最
中
で
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
汚
染
対
策
に
ま
で
金
が
回
ら
な
い
。
日
本
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
努
力
で
一
日
も
早
く
、
村
の
ミ
ル
ク
の
放
射
能
が
許
容

上
限
の
40
ベ
ク
レ
ル
以
下
に
な
り
、
少
女
た
ち
が
痛
み
か
ら
解

放
さ
れ
、
青
い
瞳
に
輝
き
が
戻
り
ま
す
よ
う
に
。

 

（
松
浦　

茂
長
）

30
年
後
の
放
射
能


